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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ざ鈴木雪夫、竹内清、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究する’ため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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藤本くよクエ・川先生のおれ伺うわけでぴ、まず
枚理一統訂学の方で’η／つの穴ぐな次4一し至、さようお話し

願1ことになろと民・いい一れて’’九生の舳牟めにな’っ

プこ二ろハらアメリカヘ行ハれて、 ちょうどそニタバ山1二な

ると・忌・いまプク八ビも、アメリカつ統計敢育！ザ争情、専

門教育でハアμ’吃、ハー）日本の辛情、ハ皿互比較
してどういう、5・うなこと乏、考えら4しブ．こカ’、．そこ至丁頁、亭、と

’してネ刀めカ、らヤっていブーニオ三δ才二いと昆・いま7。

ノ」・川私が、尺学き貞たのぼちょうど’昭和／ユ年（／93ク茸）。

キの当時栗束、た学で1ガいわゆる．校訂というのはほヒん

ビなかったんで’寸よ．．先全一にないいτいえま色ん川にど“

七白条皆済学科1二統計学概論ヒいうのバゐったらしいんて’’

て1丁八ビ七、 ゼナしと天里一学・音戸で1本、手田買考先王バ“柳王星

学に刈ろ練討舛ケということで’・ハいう蘇我玄！
てあ’こフケして、テムほそ一し1二は広なカ、っブニ人ノて’’可、 ただ未乗岡

先王バ・何か特別溝兼て’’確率・諭左蘇荻ハし圭しクニバ、い

まわ牝わんバ理解レているような禿・昧での統計というの

1本はし／・ビい・っ㍍だカ1ら、私も純計という千のには

ほしんビ関心バなかった。

 私は／93ブ年の5月i二辛策して、、ぺ学院1二＼一てr癖の

衣現諭」ていノポ／七ゾ（’’いクニんでて。れしパ、余／ろ

くな勉強バ婚まらねういこ、／938年（昭和／3卑）3月1
日1二召集ハ・まして、史那へ亙．八で斤～して、約3年間、

兆欠、中一支、北浦で戦争茎ヤっていた。だ1丁どセつ闇に

ヅしず’っぺ生観も良いてけ二んで’可。

 イれまで’ぼ、いわゆる失際の応・用に州・わる、世の中

1二矢際に使わ一μしっハいうものは、非帯1二1雪い二とだ、
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、純秤放れように職中で’れるモのは、中〔け柱
な〈、非常1二㍍いれいザ〃’く単一純けえわし
たこい覚えていろんてしいバ、一十・ぴ’戦争1二幻してい八

八て、非帯にイノ七1／・ポーハ田倉っぺ）だ一㍉たカ・
ザー体その当時阜秤1本何三していろとヵ・、主パルは

2・ユ6なんていうの三経験していま市カ＼ら、だんだ／し単

国王羨rなっ’でいるということ応和っていましたしハしビ’

毛、軍、八Lいうの1ガζへぼビ馬い八間だというようれ

ころ支て’，れバ及ば，なハ作わけで’下だかう単文グ行
くの 凪4手さ じ’や なかっ たで1寸 」下へど’七、 そ れほど’、反才たし

てイ町と一力＼逃し．け’、でべρろうしづい、 赤っ1ポヘ、 一来・産。軍・ノ）う’へ巡

げ’ようい＼ハいうこい全然．考えなかったんで小
いうとぢり塁戦で’乃る，文科の平つ“ソけヤー）て“、軍

閥高・いやつだ、ノ1八て’’民衆バ音しルで’いるパ、日本

軍バある意・昧て’’夜助してllろ、セ1し乏キの文ま／〃％催

用しブニわ1↑いヤないて“てj↑八ビガ60％ぐ’らい准開して

〉、たわ1↑て’’寸よ。

冬際行ってみたら、載れ戟れんで下何しろ、後
方にいたんて’’ぼわパ）ま礼んけヘビポ支那1二し1ても茅

一線1ニム～㌻’’、ヤつげ／鼓判本鞍手で’、ぺ史ジョッギン

グ’匁’こ州目の前で’．起ころ。日本軍バ敵乏殺ハ1↑当然

だバ、ゐるいぼ非戦闘員の手紙至づ殺↑とが、．礁義一でろ。

ある いぼ七 っ と小ゼい乃け、 味一方同一士で’冥傭者の財一存互

レブ1ザ小花してあげ’いなんていし1なが’ら晩時計互
とつて二‘）ずる。

 ほ’’＜・つ・分隊長バ．頁傭！た。ぼ’くブニい上等兵ハなんハ

に年一てブニんだけ八ビも、ユ年兵バ「介抱’耳る／いらおユ

たた巧1谷向二うへ行1丁」 し介いってユ・）3人奇一・・（さて
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小花して！・るρですれ。し1で’らくして、いなく㌃っアニバ

ら、 こわごわ奇フていったら、tう晩時計咋㌃い、くつ

1㍑ら八ちヤう、セういうこいぐ起．．ころ。それバ城予の
実態・を一んで’’しょうけ水じと’もれ。

’’

Zい・らいろいろポ〕ピい丁ヘビも、だんだ’んセう！l

う子供っげいとし／うっ1・・単1二純舛な市のだけバとうとい

いしいう考たで咋、人間は生きていか八ない。れ五
ハら糸屯粋族学だ’げし’ヤな＜て、応・用的な毛のへと関心が’

州累犯が’で’打二といづこいこなろんて’’寸。だけど’まだ

統書†ヤ何巾・n‡ほ・ヒんビ関心七ないし、知ソなが一たθ

 ただ、．後カ1ら号んでみ〔ピ支那で’．統計らしいもの

1こ狙会った二いけろんで’て。セ～↑、3年目にわ火しわ
れが、 禾率とム癖関の 間のつ良並一六地震が’ゐ フた摩ルリニ、駐

留しておって、糞．東犯区つ警伽二当アニった。々うてろと、

あそこに1↑イキ’リ入で条1套菖してい’ろ開ラ築東・鉱とし1う人ぐ

なコーレ’マイ ソー（ノ言．炭） の、炭鉱バあツ 求 して、 〕ニブ1’ゼ7

ティ・ブ’と一レ1うんて“／弓’ハ、＜の当時・最’商の万八は／ギ’1）入

人で．↑1丁ルビt・セの／・在わオしている支坪八、高林祉

艮、仙くたい↑白米乏7二っパj待っていろんて’’↑れ。

光の当時、ナし支て’’は米ヒいうの1ま1苛立毛て一’5なし1んで、可。
て’’

ｷかゲ米1ざ、申支那とカ・・れ当時の仏叩・へげ

～・ら輸入小けみボない1’↑ハピころバヤみれ
ない1㌻ず’なんで下な七’力化いうピ日．本海軍バ文那の

公沿岸左封．鍍していろわけでてか1フル ところバイうし1

う／・たちにたっパけみ米が入って！lろ・

 われわれは北東乃北支那す面軍司令却カ・らへ1み米の）レ

ート茎探八、九文～早＜ヤみ氷互双純一はしいう命令
亙受ワアニわ1丁で↑残らへ／っ・てtわか！7ないんでマよ。
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いろ いろ入／ぐイ なんナ1・茎・∫吏っ て， ビこどこつカ・羊乃何ユニ

ベつ入木バいま・汽’棉げ⇒へていろしいう宿根パ＼ると、調

べれ称一1’る／個中隊くら／リバ＼八体討べ隊で’可／ハら．

よ1‡ビ穴守い．ザく’’い丁山ゴ欠隊て“ほな＼て1個ナ隊で

れしバほんパ／・し付ラック1二乗るんて1㌧いハしビ亡、め

けサ分帆万れ、馬1こ引力／↓てサし1て行く≠川で万ρI才三

か㌧情報が入ってからμ時間以内1二着けろ左レ1うこい↑

ぽとんじ’’㌘いわ丁で1↑よ。 大本既30時間と小、一瞥3亙．ユ日以

上小がろ。だから、行フμさ叶う七膿〔ヵ／らで’何
モない、ど’こへ行っブこのかわナ＼らない1

 じころバ・兆支那肯画算つ 参謀郡筆3釆、互捧の作戦

でなく、宿根しか兵耳ナ崎・五本旦当了るしころは、早＜探

／し探｛しいう、いろいろ考たてみまして、・／っ利バ恐1い
つうで’考えブニこしが巧ろんで↑ 夫の半時、一箕東凡乙！二

〃’な＜け今種類／け稚馴紙幣が允亙して117㍉1
っ上1↑滴廿1札、／一小日本玖府バ発行した朝、畔つカネ、七

う／一川紙自仰く椎つ待っている棉循奉、阜ηl11

北舳日本～鬼絨府ハギ紙幣一1／パ日本軍つ
棟1早栗じ、わし～、痔仰政府似幣というのバあ
って、いろん坤味で次札が．迅．こつ。てし1ポ

 私が考えたの1丁， 巧よう ビアメりカ早バコ．本zと領し

ているとぐにやっクニように、ノ谷村乃役場に八祝意兵し／ハ

補’助寮共用いう州いまして、警循陳付にポそうい
うのバ入っている。・そへ之五．し’’て、小ぐ一な町い・刊そ’’そ

うい1紙幣バど’帷幻割合で允亙していろれ調査！
た。モちろル聯脈未命令で血して，わへで来たデータ三

条めて・斌幣つ久年の高いしこ・ろ互凧で絢・∴キれはモ

ちろんソヤープか線て’’ぼないんで寸1〔・しゼも、沌図の上
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に比較的1こはつ守りと蕨バムろんて’’I一サ。つまソそ〆しが狂

j輸のプ7木て’’、海、」二、ぼわハりま一ヒんノよ、才易バってヵ・らク麦し

米がビう婁カいている力＼しいうのを！、応・示してし、ろ十フげ。

 七へ乏見てみますど、穴4本ム海関と。塘拓の間の主ユヘ稀

バ・そ、舳且小口希薄で、！辞〔れけっ一た村と
いういけいんで㍗γヘビ七、ビこが夫の且へ楊バって、
す’フし矢っ†ぐ’火へ行って！艮戒乏才だけてク商州へ八ろんて’1

て。満州へ入ったと二ろはわカ・ろ。だかうお々与＜1州

互逓Lつて北東の北へ旅1丁て、ナし束あブニりから盈んだとい

う見当バついクニ。だ1丁ビ、そんな一こい↑ぼ＜ポポ）係用

しながっオニわけで↑。 ビう七し1いっハげ’んだ㌧私がサノフ0

リンブ調／査：をヤっブニんで（丁な＜∴ 七八イソし某庁へ行って

呆つヤつ1ニヤザじプ・θ向こうは自分に不利なこどはいい

ま叱μ・ら、いい何ブんなモつだと余／信用しなか一た。

 ところがそれから牛目クニっ一／・あるいは／月くらい

つ間に、共産八路単一し1まの中共て’’ザァ〃しヒモ、州

坦で作戦していろれ八除草といいまして、れい相当
れ秤脈バ北東の火ヘバわ／して…／李・恥入け’
じいってい個爪隊か々れくいr一わりと布力な討伐
欧と戦った。長城と北京ハ舳門碩溝とかいうn何並
でわソと・木す一なi乳遇ノ戦があって、門頭ラ森に巳本の浦方な

前イ林が’八って、乃る処“畏れ主として茶番が鴨1ぐ
れていろハピうか、 し今みっバし1二調べ’ブニんでて。 もち

ろん4・器手旗てさ圭すバ、キ八と一緒に膨大な量の倉米

を発見した。民細地下ヤ穴く’’ら／l・い1’＜す’’＜虫てボニ

んで’’↑。つ圭／、ぼ’〈巧調ベブ・のが’大体当たって！lアこわ

1↑て’一でれ。それで’、衛ほどこ川‡いい／ハ1プんないで’

セ，菜外視芙1こ並一いことバ力るんブ㌣と非常1二〆つくソ
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した二どバ乃1家寸。
 で’毛．そナ〕バ河tのである小ほ’’く吋口らなブ1・一たんて’一

一ザ後て“純計互ぺ／り犯して、サンプ◎リ／プ調査じノl／な＼ん

とかし1うこと至ベノってプ」＼ら、 ば’く月ヤっグ＝列バ非帯r系

4合的↑・ ランダ’ムサンフθ1レじ’ヤなし・で’↑けれビ’毛、身・マ

ろ■こ旧式なサ）フ。リン7．’調査の一種だし肥・っプここいτあ

ろんて’’寸。

 笑は、川レが／一へ行って、乃ろエレメンタ／一・ク
ラ．入の溝義のネ刀～二こつ緒至したこどがあろんて’’寸。そ

うしたらそのクラ入にイニャイニーズ’ヵぐ六こ＜ぐルし、て、 お’

こら〆しちグてパあ’まえの捧義重ボ’イコい／／一サろ・な

んていわ〆して、τ1ビい目1二道一っ’たことパパ／ま可。別段、

日本算が’いいことしたど州れかいうんレ’ヤた＜て、日

ノド軍に訂バ隊てI’るってオ弓手茎匪賊しかし1った1丁れビも、

μらく支那人から㍑二ら、こい側バ産賊て’’、八路軍
バこい乏討伐r来たとし1う・ハもしμ・乙1こかく辛稽、
1本二うだつブニど客・顧■約1二い一フだつ七リなんて’’てバ、チャ

イニーズ’におこけtた二しヵぐ力る、ん一で「．、

 だかザば＜乃純計ド師ろ知識というのμんな舌
ηて’’、／9μ年（昭和／チ年）の春4し1こ、私は工1リつ航空坂

価学校つ敏彦Fな石たパ阜係帰遮バ許小まして、次
の単の多分／一月つ1ユ日ごろ、召集解除ハtましブニ。ちょ

うビ／94o卑リ分！o胃ご’ろだ’ったと思・いま可ペイ月当

時日本倣学物理学！れいって、救客一れ物理学会バー、緒

になフブニ会、仙年余バ当時η広馬文理科．入学、いま乃

広島木掌理掌部で’関川）。九い1、河田、増＾というキ
の当時の日本柱、ベノ純計つ先．駆者て’’マハ、μへたち1バ’

中心1二な／まレて、航前科学研完余とい．う“発一一会式左
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ヤったしし、うことえ知っ7二わけで’可。

 多分同ビ年に、増少、元三師さんの「グ・放例のまどめ方」

と。し、う本バ河虫考房カ1ら成て、ゼナしカ・ら半年ぐらいして

r紋訂紋伍放エユとい1（がヤっほ。／河焚書利ハけて、

何カ1新しい航討を日本もグ／な＜ちヤな．ら狐い’う二と

互いわ八ろんで’マれ、私もぐっ手いっブニようなバック・
グラ’
Eントから，だんだん航討しいうものに興味は符ち

魚して勉強しかさヤいか灯し起って、増ムぐんつ本乏買
っブニんで’’寸け八ビも、わからない、わ！ハらな！㌧七う茂

ら並立ちしてもわ／ハらな＜て、じてもぼ’くの頭じ’ヤ7’’メ

なんて’’、，しぼ’こ7くあウらめち㌣って買って耳手っていた、

支だじてもほ“くは、航訂に．本株的に転向寸ろし！lう考え

けな巾＼った。

 ただ、し1主ハら考えてみま1↑とノ、ネイてン、ピアソン

乃共着論文のコレクシーヨン・バ、最初ド虫クニのバ／ク月年で’

てれ。セの前に単独でいろいう払して11圭寸けれビ七、

非串ド家と圭つブ・形ていわ卯るネ／マノ．ピアソン．テ

ス／の鮒（伽孤戸脇ル呼斑mか欣此材
舳φ  ・”タ砕吻）しい1れユ人で
私したいす／933年で’守れ。々して々つナ伺にいろいろ協

力者乏集めて、依ら乃ス”一州紹果き．集めたっバ、「

4舳し砧伽ノ肌此Z吻％加」7どユが一あって、 7
が戊たのバ／936年、ユが’ムたのが’／938卑で可れ。日本で’

統計科学研紀、令が発行したのバ／940卑て“寸から、・全体と

して1容ぞ人ノ㌃にお＜4していろわし丁じ’ヤ乍いんで守れ。

 ぼ’く博、・失際に純計し1、うの亙勉強し分したのは／9虻

年以降公んで可よ・だ朴らば＜官房は木更片くへて伯め

1二んで1’何ヘビポ日本金糾して値一べ純計学ヘフ
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パ／シグパ〃軌瓜μ伽独μ仰・鮎此
伽加4バ／1昨ですカ1・れしがゲ弧〃伽
於し叫κ棚”パ／肘卑で・六狐ばくバ大挙1二八・
オニ時～1ら止バ純計学パ’匙こ1γ／ボた、だ’7ビぼ’く

バ代打乏まけドヤろうししブニハす／附年て’’㍗・ザ八

分ちく八で竹めブニ4フげだげ八ビも、増＾すんや兆1リすん

！｝そらくぽしんと“／肘～／935年カ・ら、川い1リ’なく

しも／935～／93ク年ハン好めている。だソバら五本航訂峯全

体としてけ、先覚者だいばヒんピ並べ納言†学乏ヤって

いま寸ヵ・ら・すが’てを律してやり出していろわけて．’てれ。

 陸軍4充杢才吏術学ブ文け一応・だ’〆しバサジェ八トしてフくフ

たヵ・しいづど、二〃｝ゲLリンブな、して’てよ。ム下奉文

しし／う7パ／ピンで最後1こ1本尺刑μしフニ大将が’いろんで1

寸が’、ドイ・ソバボーランドヘイ受入してまブト／ツバ景気

のいい時べ、7ラニ入画背戸戦線的11てσ・い薄べ戸’ど思1

い圭しクニ／よ、日本から阜専使節団バ’ドパハこ行一たわげ

で可よ・そっと・さ一つ団・長バム下奉文〃・将で、セ巧と言σ

〃、4手7～った．。 そ乃と・5ノ、ノ家ぐ／しというプ、イ圧が’いて、孝粂てn

ケ将ド牛りましたバ春0繁一M岳人でて。キつ八～’
村バ争た空知門ハ身門傘具とレて、 ドイツにム下牟犬に＜

つフいて斤った、

 光の当時ド／ツつ崎た空手交件は己爪1こ凡べて非帯1・進ん

でい7二わ1丁て“寸。11ういろド／ツ乃椅フてIいろ航空俄在

菜、ある！リ↑航空初局似す・棟術三日本ド州てくれろ

というつで’行った・ゲーリング1二余フ7二け1こゲ…／ン

プ’バいわく、・ ド／ツけ空車八学、エアー・γノフデミーヒ

いう士官学旅つ工に、巳奈で’い九げ’陸軍．穴幻二．相当マる
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テ7ニカ1レ1こ高度㌘空隼川学互符っていグそへで’ぢま

たけこ引こ（．日木に人ドイ’ソの秘術五分iγでやるバ・

日本でそ八月ビよう㌘空軍穴挙至っくられことrは更
1プ皿バなし1。 日ノトユすドイツ乃才吏杯テはのビ小与手バムつぼ

ビ猟しい／ハサ早速六分㍍バ帰ってぐて杢郎学差フ
くろこと1二なつブこ、

 といっても、！気にで’すなじ・わ1アて’’しょう。 日本自イ本

で七単に士官学衣互つ＜’っただ’げで’はダ’メて’I、侃室の整

備に1↑高友な放術バ1声卑グ∴々ごて日本側ハては航空

派帰学旅差ビうレ1う目的て“つ〈ったカ・とし1い〔ど、木

分ぐんが’行く前月・らあっブこんで下よ。そヘバ商等エ菜出

たり何かして、ア空軍のいわゆる奈就学生に｛・って、卒菜
レて・〉、原丁ハイ↑巾・1二㌃ると、 々（／㌧ブ．二ち力ぐ今ノ芝岸㌧ノ、の舟元空

学科とへ穴掌へ水遊」へろわげでマ．その前1二／年間
商等工菜だ’けで1丁不足分んで”、いわゆる予庸、敢育王↑ろ

フニめドっくって乃つたおけで↑。

 だハシセヘピη一・狐にして、ドザソ側1こは、こ｛バ将来

れえのいう空軍木隼になるんだ．ハ11うこいこして
あわててナ＼つごう茎一フくった。だ’1ト 実体ぱ／衣一郷としてそ

うし、う季・ま七学生η予備考（脊、 乃るいは士官学才交互払て整

備方面に任官した人た弓ポ 友グこ将来は帯穴乃航空学科

へ《度1τ氷在学生で／干くわ1すて’17、そμ準備散斉ヵぐ実

体↑んで’マよ。寒俗㌃んだヴナしビ走、 ドイツ側にけ室軍

穴学の母体であるということ。にして、そ4しで’、発足しアこん

で’寸よ，

 そのし5、散官乏集舳ニヤ㌃与爪というこしで．肴｛
博次郎氏がそニハ攻術梢麻て’’族学の散官互していて、穴

学ハら多分有蛎バ帝ぜ小て、仙当時客術会細会
             9
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一艮亡㌣ってぢろ、匁人乃理学邪一艮つ掛，谷先生のどころへ

だ川1・適」当な八色推薦レて＜外とい一でさたらしいんて“

寸よ。

 々うし7二ら耕一谷一元生バど’ういうわげ小ぼ’く左免えて一い

てくへて｝イ～↑ビうもいま小ら考えると、掛谷先生
の微分方程式が何カ・れガひビ〈一、砦、バ晃、＜て、レにカ’・＜

守れ守れ一つ どこ ろ て’’耳小作丁ハ〆ノ奉ト暑、い、ξ、で∵  イ氏空飛イfで’

か格していろんてI’↑れ、ハしバ率いレブニと赴うルだ。⊂笑）

ぼ＜パんど程夜バ番し1しいづこしで’覚えてぢら外7二。

うんして’1す外1ゴいいけ八ビも、ヂ〈らいほ忘れτフヤうん

だ、自分バ先生ド乍ってわハろ1丁外ビも。し小し、うん
どて“ ｯいか、う一＾でハ心“いハ、で’亨ろすはむ
す’ハし1リ丁れビも．です乍いかパ’いいてレい、攻策L

ピうもぼ’くぼそれヒャ㌃い小と、し1まブ1こキいっバわ小

らな・いんで可け八ビ七、いこかく掛谷先生が’「・1・い1どい

うのバいろ。彼パ兵卒てい子年前1二召集けしていまだ1こ

帰ってご㌻！・，数学の散宣バ足ソ肌という乃なら、／」・川

互召集解除にしてもらって史11なぐい。そうレない限り
束穴からド陸軍に対して／、へ七稚驚し㌃し・」、そうし、うこ

じだっ仁らレいんで’て。

 また聞きで、 こへ1↑希ム君に聞いてわかったノくノでてげ

八ビも、 ゼうもそういうこと力ぐゐったらしい。 ・それで’ぽ’

くっし二ろへ亀秤乏が来て、陸軍つキη学府1η先生互〃＼㌃

くしも3年はヤろしいづ灼爽乏て八ばぢまえは石集解除

〔る。ぼくσたじえ3耳て“うく年て’’も舟依φん小弓逃一
れ一 Vれる・んならと．御／つ字で帰フてぐたわ・rでT・

 だけど’実際は、航空代術学校で純計1正使わな力・ったで’

↑よ。専†ろi二朱填は予備校で↑がギ つまリ将来穴掌

            ］0
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（希え空学科へ木遣二字生として行く、つに対して， 士窄学才交
て’’

Kった微積分ど／ハ、あるいはエ．定専門書校で’習った微

積分川螂非帝1こ満、足ないじヤないて’’しよう。々㍑
ネ廟’う尭、・P未で、 軍一一色客つ仁め1つ孝丈芽どカ、才え。所・のブ・一めハ拳定学

し“ヤな・くて、 七一フといわ卯ろりベラ1レな一散青乏敢学しし

てヤるどいう、 予備’旅て“↑かられ。膚し訂という巧は科目

バ’あってヤろんブ’三リールビも、柔毛局こっら1↑イ↑モい十ノ岬る

圭しもな統計瓦知ってレ1るわ1丁じ’ヤない州ら、ばく1す寺

尾琢磨元生の従書きの本差・こ八呵非常1こ．名文なんて’’T

よ、符に平均値1こ関↑るこいす名文で’お七しるし1んで17

げ八ど’も、 その勺L亙詑んで’エンジョ／してれ。 どころバ

後小ら7イ・ソシヤーの、尽互記入ま可ど、音つ托計学1↑平

均値で、新し一し1耗訂享ぼべ一）工一ンヨン（栗動）、竜うヅ

し率並でバリアンス（分散）。だ巾＼ら，青ばり二㌣一でて

よ。 いまのはオ栗本’桐文七本瓦う、 ／戸ス．疋次数バ」こが’ってい

ろわtγで↑。最並笑1↑まクニ読み亙してみブニんで”てバ、ヤ

っぱり刀在かド次うなんてn†れ。現在っ並一代采た計学という

（ぼいって比“’’分散分析、し二ろへ／〆）前月航言†芳

しいう（庄平均し小間題tこしてい㌃い。平均F汽てろい

ろいろ哲学的㌃考えすで↑づハら．非隼1二名文でし1うん㌃
つ 乏．奉脅．イドし て あ っ て ぢ 亡 し ろいんて“て。

 セんなので航空放術享放で、1ぼこ．1まがし巧やって、いつ

小穴分後にたって一ブ71レガリーにヲ予ってヵ＼与‘’オ脊
で’ ﾕ訂学会バ乃フブニし事、帰ハこ手。尾先生と一緒に育っ

たんで’守れ。ば’くぼ、ネ刀めて来た訂亙勉強てるしハニー奄

最棚就亡うししブニ増山つんの本、こへは／ンポツンブ’レ

で、その次玩打二のバ寺尾牛圭万本だヒし1ったことが乃

ろんて’1可。
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榛本 その江は六回小、更・でマれ。この間ちよっと聞！1た

んでてパ、青田耕作先生が’蛇川さんの本で．’勉強しアニ、ビ

うもあの皿け全都そうらしい・そうでいす外ば・卜食倉之

助さんの本で’べ／ズ的な紋訂ハ論を聞いていらっしザろ。

・j・川 そへてn増ムくんの本1二関してけ、 こ八は七つと後

の話でてバ、ついて、こ中し上ゲ麦てし、ぼくが阪木…チ多

ってからで’寸から／948年がな、昭和ユ3年、流体力客万六

義つ今井功先生が大限へ来たことが乃ろんでてよ。それ
である本屋の世話て“、一〔焼き乏囲んで・話互した二川

あろんで↑バ、キつ㍑今年先生バいわ＜、「私七統計学

は爪孝らしし、んで勉強しようと恐’つて増ムφんの谷亙玩
ルだ小ビも、残弓榊して宅’わ桐・ら膿どいうんで↑

よ。「だからわし1丁敢パ飛、し1んヒャないかと弛・って」とい

う冗談互いうわi↑で下よ。ぼ’く’1衛へ乏聞いて、いヤ束

1太ぼ’く七そういうコ）7oレッ7入乏、待ってい’ブニ／ノて＾、 あ

の本しいうのは走1二わ／ハりt二く・い1れとポ↑ぼ’＜1バ

う純計ド転句して！／圭したづハ㌻、Iいま1♂増川んハ谷の

（春はわ小るけれども、あの本じヤなくぽかの並から勉

残していったらわかろ～て’’、石の本ヒャぼ’くぼわから乍

カ＼った。 ほ’’くつ豆瓦は特別栗1いんだど自分で．1毛コン’7oレッ

ク入才守っていブ‘二・バ’、 今ギーラヒ生ヵぐいうんし一1ヤ、 ぼ’〈バ’牛手刷

碩琵・し1じいうわけで亡㌘いだろうどヂし」二一ブ1た、イうし、

う諸バ乃ろんで寸θ

 舳ころ・舳いう書けで’小えフてい・ろくカぐタい。

そういう理解のイニL方芒乃る。増ムぐんつ理解のイ士ナしい

うのはそうらしし1んで．’マれ。われわれヒ9／プバ遺一うん

    、、て“ ｪれ。たlTじ“いニハ＜い・らなかった・日．～場合け、

余‘）い・ろ本工／わ巾・けいずが’．紋訂の成れ宣伝↑
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るに1‡llいい1うと。ころモあったハ・モしれ家セ／し。と

にかく介歓例といいまレ7二けナげt、ハるい一け標本論
はいった小ビ七、セう11う斬い1、統計学色目．仁に尊

、＼してそナし皇印象っ’1けるい1う、光・駆者餉な宜．イ切意・昧

では、増ムくんの「〃・数イ列のまとめオ」しいういす非常

1二効果1すゐった乃でて。だけビ、そ八ドよって支し’め1こ

航計学期強しようといづ、ヅザどけ｛＜らのよけ
7イ7o．つ八間にけちよっと不可能だったわワで「れ。

私、モ航空枚術挙放1二いて・空軍木学1こ領ヒいうカ・ら

大いに期待してし1ブニんで’寸けれど’も、内春は予イ肴才爽なん

で’て～’予備放ポ 日本バ怪しけ“i二なフて．．．くろにしブニが

って、 だんだル汽春かち力＼しく↑って事た・そつ当時、

衛二岬杢早の宇校で㍗・ら、前焼がら帰って市ブ・航空

閑／采の将校バいろんな話をしていろんで’↑よ。だけは“

穴1レカッ7の地域1こ何日か行っブニ人η話で’は、ノξ1・川、

芙ドい圭～考えて入るとこっ’1↑いなんで’寸げ々しゼ毛、

川レカッ7爆撃ド行＜じず、ヒ・、レて乃7ニリからこ一ちつ

飛行稀バ典ろわ1アで↑は。成ると、山脈のハこ飛行械パ

行＜二’’いご朗かりパつく。そして大1レカツタヘ看いたと

寺は， tう紋の戦闘機は侍フていろんで’↑、 ゐ八は5ク

とイ圭民ヵ・イ丁かバグ）ろして“ヤっていろん・ア～ろうと， 当時レ

ーダLといういに．全然れっか牟！1わけ。Iマで’1ニレー

タ㌧バ動いていたわげで↑よθにろバ速中ばと’’うモ入
／・0 C乏置いて、乃ろいは丈瓦に命し“てのろしで㌧ピてll

ろらしいと一ゲハイ↑しカ＼し、っているイつけで’可よ。

麟ぎ本  トング’一州ら木こ才既飛んだ’んで’↑’L tう飛が」ニバ

つブ’こし寺に． ラジオ白ケ’一ター．で’わかってし、ろ。

川小バも1納、こつ汁1μ1いう、弗伽け
            13
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1ハっ7二て’一 ｷ。

 セ ヘか 与 プゴタ“1レ’カ ブ』1レの 話 で守れ． い 支 は いう い ろ伺

こう側の資料バあるけヘビポハ当時のこ…ち乃一方え
と いう の けひビ＜ レベ’1レが’イ攻いわけで’守れ、 い、ま に して

みπ。／↑／・ガダ’1レカハレて“アメ1カ算小佐乏榊に

し7二んで’’てよ。 セ外乏泉声、1こ星←して寄て‘ いろいろアメ

リカの飛行桟ヤ何小包採ろうしした。なかな伺・いわなか

ったげれビ、しドバ＜Bユgっこ舳ちヤんどllってるん
て’’ ﾄね。6発て“、サイバパナこ1～巳谷本工左爆幻
ろといってモ、キれ茎イ言開し㌘いわけな’んで’’す。 イんな’

あほらしい二どバて’’くるカ、、 こ．し、．フはで’たらハいって日

一本色ちと心していろんだといって、そ｛五調べ1こ行フた
老い〃＼イ左プ’二ろバ軍・刀 茎本尺し1て斬る とかイ町しヵ・・庫斤’‘ノヤし

ないワヘビ、純カ1何か1・傭瓦つ1↑・た1しト後で絞首刑

ドなったかビうがテロら狐けヘビも、そんな’調子なんノで丁

 だからそ〆〕↑、 乃そこでまし芒にアノリカじ日本乃国
力．オ更術がら料一算から文イしから全音戸倉めブニ国力乃差が払

たんだ州ペフむ乏得ないんだ1川ゼポば’くい聞いて
いてかビ〈情ないわけ。 ば＜らカレベ1レノ低がったから．

プ～けビ牢人査中乃よう1ニブニだ’才二だ倖々う1二めちヤ＜ちヤ

いってろのし一連一いま可し、ビうも／フすっ専りレな／㌧

だ桐・いでくぼ、ヤめけ召集れしろ可能性がゐって尼碇

だったんだげビ、一か／＼～〕丁て枚術客杖亙ヤめち中フ

て，東爪の嘱託1二公ったんて“下 そ糺が／9伴年乃9目・キ

州…で’（二航訂放理研先斤体で’才でいろんで’↑ね・

藤本／7年て“マれ・

。1・ピ1私吋口らなかつ仁ん｛下へど’’も．ヘバい狂いもつ
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だタいら、 あいっぼプ1ラブ’ラしてろく㌃こと左ヤつち、・し、

狂い、何ポいいいないげゼ統書†てなこし互いうづハら、
可紅乍、弘員の／スト｛って／1仁んで可ガれして’’8万

引日何で’荏軍互ヤバて、9目1巳イ丁で’栗八の鴫汕二い

て、末綱化生“リてん持衛ヤっていたθ／0月だ’った力1
な、何ヵ1その当時」二野つ学士晩に、鮒丁牧理ノ研完所パパ／

圭して、々へて’’々こへ呼・び去φ八で河田捉夫ぐんめ／ン

タビ’ユー数1アグニん｛ハしで舳て、ばく1♂卑員に入

っているしレ・うこと亙知った。れtで「．来し1」っていう

んで’寸よ。 来いといった一フてイ不も条た言†体禾。今ねし、プ、体

た綱先生の時局リなご’将怒ぐヤっヒ嘱託にし．てモ㌻フて・

いま可ぐ行くってわい二いか狐でてガ牟綱先生しも湘
謙してから川って、末綱凡失1二用談したら．才ヰ谷先生
バ’ ｻの当時所禾て’，、「掛谷先生に話し仁ら、ゼ㌧ぴよ二して

く水けいっブニカ・ら、おまたバいいなら行け」、一じ’ベノ、苦

んで芥‘は寸・と！lうこい傘ったθ

 しかし、爆撃バ教しくて㌃カ／州辛篠“カ・ビけ＜
て行バカ・ったぺ際1二学士院／ハら文岬盾危11れア1書
類バ、下谷（郵便肩し〆鯖1に焼けちヤっブニり、いろんな

こどパパた。セこて’’私バ純計約里研免斤乃所長1二い

た～↑、あくろ年、／9κ年の4月／6Bに㌘っていま寸。

 そのどい丁税訂祈充杵の爪帯分が’イ客111乃微団へ地け’’ち

†って、学士院ぼほしんピ’モ虹ヴのからて”、禾べし氷野雇

とバ回し’’日1こ所員けって、すぐ’駅囲のすへ稀弓術ヤ

いが・れいう二じで’、斤柳乏丘／れた／して、行った

弓掛谷先王に畔1で’八て、私斥象祇バいたんだげヘ七七、

田舎へ疎開す七である、れ野峨身だ’ったから、牝京は
空っぽだから、 お生えだちユ人床残シなさヤ国る、賎ナし
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といわへて、セ（で木一度は圭仁飯田まで’’．汁物を取り1こ行

っグー）して、いろんなこと．パパけし㌧
 イれれ・弓関口舌町η絹1リ岬F稀っブニんで可べ 夜空襲

バあるモザ～バら、水野荘い、べで’カ・わるがわろク角まう

プー）して・そんな二とで＼ましけ純計舳弦公んで．二
しぼ床ヒんビて’’す㌘かったわげで’て。

 そのうち｛二茅一月／←日に撚ぐに頁げて、 ほっとしたわ1ア

で下。ほっとし芦ハ↑いい1丁れビ毛、いままで1は空襲バ

あ・るかけハ戦くだ〃・いうので、まともな純計禾口らな
いで’七イ町とな＜ご’まハして． 内～’し’’〈し’’としてぢリまし

たけμザー郎へ1ノ山得㍗こげ十一二ろゲ．一
1たが戦争に具けて平和1こなった㌧・わ4しわナ〕谷八さな

考夏レて禾充訂歩（チ更万サ九戸主貢なんて、 いっていらナしないよつ

な．乳バ影した。爆撃ハ〈なって、真横焼付しブニり他

一んだ’りしいう心’配が’な一いとしモ1二・今・度1↑何ハ桑充討らし

いこ㍑さいと勉強しな・いと、航訂放理研究戸主買なん
ていっちヤおれ弧と。）1う．ような・づ槍神的な’考坑1こ陥りま

し仁。

 何しうつっラし1し1ましたよう1こ一＼し了．’つ界味崎っ

ていま↑仏ビガまけな本というのバか一たんて’’
可よ。婚｛くん巧本て“はわが弓～ かといって手尾先生
の．縦書い本で統んで∴みたって、いわ岬る統計しいうん
て’、 ﾄカ1、祇評釈値納解説パパてllろ11ろし解説バ書
いてゐろんデ1丁㍑州も、そμ力れ二ろぼわがるけ八
ビ毛糸乗た約1こぼわ桐・ら公い、 ピうしていいかわ小らないθ

 た支クニまその当時、い丈クレ’ク’’：坂元つ、包理な・んて

いわへて11ま寸けれビ七、ユ次形利独立帥問題しい
うのバ間題ドなっていまして、正規母集購1・ら乃サニフ0
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！レのユ仰式で＼もし・係紋仔チ川左丈れし舳工だ’とい

うのが’わ小るんで〆い↑糺ビも、泉7ニレてれしバ’必卑条件

／1・ピうがヒ！lう問題バう主く証明が’て’’才な利・っ仁わ1丁で

寸。 前六1ら坂元（平八）君なんカリτ、セういう問題バあ

るということ互いって！lろ。

 い圭つっミいっブニような状’況r一㌘って、しよう／バ’ない。

そつ問題■二ひしつアクツ7しようし毘’フた。々べで、。荻

袈に下宿してい仁んだ’げ八ど’も、’セの下宿．バ率い焼け残

っていた。 田・舎へ行ってりエックすΨクいっ止toいサツマ

イモ差し上って5ま一して、！逓L間ぐ’らいの食糧はセヘで’

七う雄一保で’ずだ。更て．’暑いでて小ら、下楕て’’パンツ！ち

ょうて’’、サツマイモ友ハカ＼しアこベフっ互脇に置し1てかビり

一年バ㌻、 キの問題乏、つ主一）ユ次影武航計量が、独立から

1で’々ηイ采紋行列は左文、 ψ卑条イ牛の方η 含正一明 どい う寸つ

之、何とがし’謔､し昆・ってパ／い巻きで1グた。
 その当時としてぼ此較的並バ的なリニャーア1レソェブ’

れ介し求けに使って†っ〔↑ピ、一応’でマたつポ）
だ示んで1↑。後七’・／・し六バ乃／まして．完全！・ヤなか

ったんで’†けれど’充、㍍しが私の放理純計享め論文第／

号｛たわけて’’↑㍑て11確率のこと亜矢（㍍〈矢口け

いし、主ど七1二雄卒論4一本乏さちっど就んだじし1うこど

ぼなハっブニわ1丁て1’可。だ1丁ビ、じ1こか＜食分の待ってい

るプ1て’1、何ハど’二カ・へ／つ穴至乃けてと11う工う一十ごし

て“A蛮勇業・ろい．起こしてれ問題互解いブニ。々こカ・ら

介し純計しいう（つ茎ヤるさっカ・i↑バで’汀㍉

 たまたまノξの時期にアハブ川戦豚爆撃調査隊ど！lう

のバ’あI）証して、巳本1二川ろ焼夷弾爆撃、乃るい岬
乎爆弾、七1いう単狐爆撃がビの程度ビういう効果バ、乃
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フたヵ＼基調査1て・る。 二札1㌻日本」だ’げレ’ヤなくてド’イ’ソF

も行っていまプηしビ七、セういうのが来ていまして、

ハしに協ボ丁れいう干／て“、日本1則で’毛殊手爆弾の調査

団乏、．牝八医学科赦授乃杵築ぐルというつ乏駆リ公しで

さて・一増ムくん七亨分都築ぐルの助手入たいなこして1’・

．方、鳥、 長崎で’取手メ暴弾η傷害調査・之ヤ ツま し7二．

 ど’ういうこど川ノったハしい1け了ピいろし1ろ乃ろ
んで’ v丁札ビも、川中て’’／つ、ブ皆ム㍍なノいが’主と

してヤっブニ川τ、舳0双く’’ら！l，カろいjリ万株く’’らい

小、い㍑もうお・・1しまし7一アれと宙、多分け荻ぐら1・

のクエ1ヨボ．．†之一パフて・．ノξナし至れ当時乃十享依
とか中学布込の生一イ圭一に回誉㌧すぺじて、 左才挙．孔ブニ、しし’’ヤなくて

モよろしい、あるい1木主た闇専で’もいいか弓、だルキ／し

は尿乎爆群が爆発したペゼニFいたカ・しいうこと、セ
して“場て’’叱んだ’らし／lい・、ある！・ぼ男児バ衛戊

って、 ビこ小へ行ってほかの’と。ごろで“列乙／しプ’～らしいしか、

ゐろいぼ生専9茂っているとヵ・、・そういうタイフ。とつイ〉フ

ォメーラコン星で・ηだ’iけ（つん毒守ムノしれらう。

光れ乏多分μoo！）れ00旅回収していろわワでて～ どこ

ろバ、みるクドH川人ぐいリこ一’／lて書11でみろ。

みる力ぐドH谷全く（’’らい、あるカード〔いくしかな

し㌧いこかく重夜（才一バーラッヒ㌧ク’’）が’ゐろわけで

可れ。々㍑今刺す／八が’／秋のカードド㌃ろよいこ亙

可い↑で可。それで’才一／ぐ。一ラッ7リ除（1イういうイ士

・筆をわれ・わ片し万千免所r手イ久えというんで可よ。

 イれて“わ札われは、いうし’勲労動員で御いてμ十
単生Iブニ衛使って，水野君と松バ策督し差してヤっブニわ

tTでて。覧督い1ったって、ぺ専川以んな阪バ減フ
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ちヤって．良蚤失調みたl／になっているφ1ら、イれに／lハ

にして食糧三一確保してい＜力㍉ 水野孝なんがりエック乏

し工ってサツマーイモ1を買いi二行ったり．阿かして、 七んな

こいバ’齊ﾚ叉だった。！lす’／〕二して七、ギ／1う仁専バあ

りましブニ。

 後かけ乃資料1け郡アメ／力車1）く’回収レ麦して、々

のし寺1二出たく↑’’．紙まで持っていった。、派手爆弾で’↑ヵ・

ψ・ただ’そにけし利用して、増川、いく原爆調・査の
本を書いたんでてが’、光こて“結一局間題になったのが’、増

ムづんけ基狂的に1い。ロビ’ット・アナリシー入（ρ八州τ

肌a／！δ！5 ）互使フてし、ろわvでマれ。私はそこで’初め

て7・ロビ’ット・7ナり三．久しいう二じ互知っブ．＝んで’↑tT

オしビも、 光什しで’づ、しそっちの才も興口米一が’公でさて、 七4・し

バモチベ’一三ヨニに公フて、 ．後カ＼ら手ムの学位論文になつ

た「系統統計量の最．良配産（うスティマチ・ソク・スタテ

イステイ7スので7oテ、イマレ・入へ一タング㌧＝S／5τem－

C！し伽帥州・川刎／・戸反・！πグ・しい1よ1㌃問題
にな．るんで’て。

 そのときアメりカつ戦昧爆撃調査隊の一員しして、／・

口11ノド・ニッ七γソン（けぴ0／ル〃／5∫ε／3肌）という一老

い繰言†掌看バいた／1）で’て。 イ皮はイ条て“アメりカの七ンサス

ビュ、一口∴日本で’いう航訂局（一一春上に匁’っア・かど’う

グ和ら札1丁八じ’’ち、一禍当上まで’行って、タ見、征1↑七う退職

していろけ・う、して”て／丁㍑“も、わ・カぐ痔軍中尉〃腎紋

で’来て，率い↑こいこそμタッチしたんで可よθ
 にろバ、ぼ’＜と水野第で｝締が’ち一一と七で’けい

わけて”てれ・だ’から幸談で’寸よ。率談と、氷野刺灯
心月蔵筏し、巾・らイTどカ・束4・失諸王いって。 しドカ＼＜、 4皮モ
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そういう×充げ跡で統計学者に余った乃でうれしくて、わ

ナしわ｛左歓並〔守るわけて’’可よ。 ぼくらも行って話皇して、

話とし、つても竿談で’す十）ポカ 々才しで余りよくわづj）ノない

んだ’け八七七、・ます’ぼ’＜ノ）第ノ（目オ系π、 アメリブJlつ条た

言†学看ド会うとし、うよ一）ハ、イ反乃どころへ考干くどラ・ソキ

ーストライクが崖．し1て乃ろの。こ笑ノ根は明三合ビ1レ乃し、わ

ゆう残祢局にいるわ1丁よθだから佳雁国民・に、つまり彼
1↑ほ“〈らにたば’こ互／箱＜’’らいくへたいらし！l1だ1丁ビ

光作1本いけ食いわiグだグら口茎す刀っプ’二ぺ）つユつぐ’←い

置し1てゐろわけ。ハし五ぼ’＜ら話していろい吸えろわ

けて’’可よ。 七八で牛介ぐ．らい9反一つたら．ヘゲv トヘ入八ろ

わけよ。こっちほ々れバー番乃． ﾚ標なんだ’、航訂は二の
三大で’。（某）何回カ1打って、7二ば’こ互牧！1なバら筆談互し

ていたら、 クレーグ＝チ反元の奈二麦星の諸になっブ‘二。可ると、

テ皮が’コクラン（い／1年．coc／乙ハaπ）の定チ星しいう二どzいい

杜したんて’’可わ。仮バ純計乏学んク三’†て“、モ八ト・ビ’ユ

ーティ7／レなのはコクラノの走舜だとし1う。

 と二ろクぐセの冒手、 ぼ’くけコクランの足王星互乗口㌧なカ、っ

たわ1丁で’可よ。 々八で’4本イのコクランつ庭＿理ヒはイ町だ’

っていうわけだ。々うしたら依バ参元明↑ろグ）に、 ウィ1レ

タスのフ。り〉・ストンのレ7一 辜п[ノート左符ってヂいて
レ／て、まだ彼も衆くて，そういう勉強互し〔ズっかりて’’

マハら、りユックサ・ソクに八1してしょっ．てし1て、々〆しブハ’

仮の糸た訂のソースなわげア∴ ゼナし王公してすて「二作しブ∴

工く見ろL見たら、イイいす夫諭で統がろ。 言葉ヒャわグ

ψバ．見れば’わ小るわけだ。い1陽釈として、この本
互ぜひ僚してくμいっフニ，彼も、二1しが桐唯一の．本

7ご影け不三’けKビポ↓1ニカ1く強引に借／左1しいっ
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ブニわけ。 こっちは且↑’フちり1末ないんだ∴だって向二う

け日一漆＼全二」互5ぞ良しているんだ’か㌧、4壷バレグーチー㌣！ノ

ート／州・・〈“ら！1取ったって悪・〈なレ1ん。だ。し失）イう1↑／l

わなかっブニけ八ビε、仮も諦永’しい1て’’帰っちヤ・フニ。

 そ1へて、’初巧てば一くは、ハしをモいごレて、研免所へ帰

って亨てハらみん㌘で’統書’金なん・小あ竹ハて、 いわ叩ろ

．采も書／一挙と いう の 茎 ま と 圭 っ た干gて’’．弼季寅し たθ

藤ノ本ハしバ舳盲い寸のフ・りンストンの尽なんで’可ハ
！1＼川  そうで’↑。 て乏て“！いタ↑原φん一バ参尺レた乃れて’’可。

 そ木しと同時に、々〆しカ・ら木丁力同かアニって七う／／く㌧、い

王ノ彩前けえてないんだ’i〔しビも・ヤー川余念、司令秤に．

米でいた統計学看が’いろんで’マよ一。七ルけ軍人で’琢・〈て

シビ／アンで’、税訂学者として来ていて、㍑れ、ア
メりカη方／1・ら／lわ利しぼ’レ1わゆる亦食んで’↑れ口↑ゼ’

力・というと、 日本つ看人見なん巾・ド向づ青しち†って、 幼い見

乏何人か自分の宿舎F州ブニ／して、司介却の上／電却か
らにら‡れて、 γメソカヘ丘3度になっ’巧†っフニんで’了。

仙丘遮1二な’け日前F・だ’ヶし州稲．介て’’、アメリμ

純計学赤が！lて、そ八がクダ’レ（κ“巳〃・／／）乃で’

ラかい本と，それカリノクラメアー（oハえnひフη本・互符

っているというこけ闘し1た。
 そ ごて’、 ぼく1τキの 労 に会いに茅一ホテ1レF行っ7二ら、・

「私の音再雇へ米レ1」 という．モう1促は酉干っぽら7ち†フ

て． マ・ソ力一プー乃悪・口互いってろわ1クだθ 才レは乃乃

連中に迷迷＾るというよ1なことで1。ど1二かく「いつ
帰る・とい一たペパーて帰ろ・という・「小つ悶に写

真堤肩ハ、キ付シダ’川て㌧ψ・い本と7ラメ7戸つ
本乙侭してくナし」といっフニε†いへん高かったが’厚・兵乏
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⇒長った。原、、本㌧互買っブニ方が’ずっと々・カ・った．んだ’けれビ七、

しよつかない1
 ブ’～巾・ソぼ’くぼフ＝ラメアーの．本で、ネ力め十糸礼言†しいうの

㍑と宅1こ勉強しブニ。万川ニノ×ジャーの二いハら雄率乃
こ ヒから書いて ある。 その範ノ囲へでしか、 ぱ“く ぼ石庭．率の

こけメジャーつこしモ却与㌃いわけでマよ・だけピ’そ

れ互全科玉条1こして、 しtで’㌧くの間クラメアーつ水茎諏

んで’’、 キ札のヂて一’言正明が’才反げていたら，々ういうのエ官

介で足してみブニザゐろいは新しい証明げえ㌧わ・
から木阪へ行って純芹の講義至↑ると5市・ 文体クラメ
アー万本こをタ重本にレて、 ぼくが勉強レてし、ろ範乙囲内でそ

八を講義はわ1↑でγ
 セヘ倒’年かヤってみて、そ㍑本1二したのが「輔也．純

計客ノ予沈」（、督文堂虫版）という本・／9躯ヰF放しまし乍

帆ビ七、その閉にガボ／った、τ采純純計諭の最良配
置」しいう論文て“／戸れ卑に学位互壱らいまして、約／o耳

闇カ・がって博士1こぼなったんだ1アナしと“も、一考えてみたじ7

あやし1プな七ので“、確率論の基礎形像許諭万基夜モほと

んどなかった。たブカぐむしヤこ7ドヤっ一たわワで’寸よ。

 モとに逸1は寸が、敢削耳、／9κ年め基1・・1二・アメ

りカヵ1ら紋討皮坪固、人タテ4スティカ1レ・ミッショノ
とし、うのが’、てツカーサー〃専粛て’’ライ八ムし、うη丞団

長1こして来たんて’’↑バ、ハ字1二敏理航訂挙看いてエ

ドワィ．デ1ミ／グ‘丘”洲々、）とい川ぐい！し
て、そのくが歓煤航計学希としてビ力オ室．表章1二協力した

か、航訂放飾惟れ調査ド．米クニわワで可。だ1γゼすっ
さいっ7二ように、協力ビニろ乃蘇ぎ’ビヤなllんだ…柱

引ヤしないθ纐依は非弗ド巳本人1二件怒的て∴一わ／し
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わμ論文王全邪宗ハて本国へ持って帰った。
 別に軍に協力 しブ’二．カ、今キ 〆’し五言厨べて割7ろ とかイ↑どか

いうのし一’ヤなくて、て’しろヨ六八は格表η千ヤニ」スが’㌃

いから．i直．当㌃のバあフ7こシアメリカで．発ラ氏して乃けI．よ

うし／、う仔奄的↑奄味．で’、如、のブっざいっ7二諭一文はブこま

㌃まハロ1レト．ホテリ．シグ（伽・／”・τε／／岬）い’

つ、れ当時、ノー八ヰヤpラ／ナ（〃・市C鮒・／！れん）

の航訂学科の主イ士孝く根互していフー：先生のところへ行った。

 盲’ぜかとllいますと、笑は7レーブほ、ぐっすい一た
’7レーク’＝ブ反元つ一．屯理とチ乱行いわ4している定一理／）桝単性

の証明と称マろいをユっぐらい、発衣していろんで1寸。

にろが、々～＾んな聞違一ってレ1ろ1／1ずで’マよ。れし

重ホテりシグ’先生プベ椎摘しまして、／744年つ「4〔δ（

ア加片舳／・乎〃加伽’帆／5放血！・5）・1二・ホテ1

ンプ㌧先生七七～こ関一〕諭ズ者いていろんで1ザ！乙八
て“ ｽ分向ビこし王ヤ・一ンていろしいう二とど． 七八ヵ、らホ

テり〉グ’とし1う列1ガγメリカ航訂孝．奈乃そ月当時の爪

立者の／八だったわげで’↑から，ノ〕しで丘っブニんだ’ろう

け・い圭てが’、朱ぼ、伽♂μとガ乏ういういバ川
ど／、うことを全淋郁ケなハっブニわけて’’マ。

 それで’。オ・チリ〉ク’’先生はデ’ミ〉グから私の論文亙も

いクニものプ～ヵ1与、々～二関η諭．文乃別刷z二“っそリ

丘ってく｛たんで可，ホテりシグ先王η証明寺見たんて’’
寸〃べ 非午ドノ〉ジニァ入でいいんでマし↑べし’’七、 木テ

りンプ先生．のもヤつ1↑り）弓よつと八バあろんでマよ。八

バあるとし1うのは私が見つげたんし“ヤな＜て、いま一橋
の木字にいろ．鍋、征（清ノ合）君バ見っけたんてI1てバ、ホア

リンブ先生の言正明その舌のモちょ、っと穴が’、ろフた。ホテ
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りシグ’先生爪私の言正明皇．糺でひどく成心しまして、 こ

外1てゼ’び 「片N S」 に・発・表立べき で’乃ろ とし、う乃で、 々

4・し互プり／ストンη、七万当時「．4川δ」のエテ、1マー

／す∫S一州人s．ぐ．っさいフ、ブこレ7チャーノート亙ボんど｛

二ア1ウイjレク入で’↑ベキサデイダー1二炎った／し下’’†

 と二ろバ・ ウイ1レク入σホテ1）シグ’より．．尺分苦いんで’

てlTナしビ’亡1彼1‡．ホテりン7’’ぼし’’腺バ八ウくないんで寸

よ・まだその当時日．仁σ敵国で可から1敵国人の論文て“

ある セうは書いてなかったで’てけ／じと’も、後ヵ・らよ

く間レ1たら、 ずでドア．．〈リブ7．ぺ！二よって5つも諭．文が発一

表ぐルでいること乏、 いますら．敵国人の書斎文介んづハ歩↑

こどない、 イナ）バ’本青だった。 ほ“くに来た手紙は青うち

よっと上品に老いてボ1アーバLじ11む。しにかくぽ一論
文を発表しなづj・っア・わ1↑で↑。

 久八に対してオ・テりソフ｝先史1τ非常しこ帝麦なく思、．った

らしいで’可Lれしバ／つ↑んで“寸。

 この論文ポ矢灯っさい小コ・ラ川一も理と非宇
に象辛ξに．緒が’つ い ちヤう わけて“↑。 私の 立場で’いう と、

ただ’ ｦ1ニクレーク．1：ナ反元の定ラ星そのものぴヤ↑〈て、 コ

クランの一色創敏学的エッセンれ／lうもれ非常1二ば
つポ／期すどいうしころ1二愚昧バあったように胎・う十フけ
て“ }。そういう趣旨つ諭末1二して、．純計放濯研究舳「
アす1レ入↓の茅！春第／号1二、私の諭末け／949年に発表

け1わワでマ・ホテ／／グ先生は非竿・れし互並蝋に思・
って、私i1列して済まない彩ったらしいんて’’一 ﾅ、

 七㍑・㌧大阪へ移ってが与、たま7二ま学位諭末茎征上
け1’た後て’一．私／つらいと木さな紛交互幸い7二わすでて。

そ山Iホテ／シク1，灯の分布互導く新しい方浅11関／采
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している 舌の なんで1。 ある種のある7θリンンフ。 lレ、辛乍

しい方斌によって、 し、ままで青の八が松したヤつ乏斥た！

的に松マんで’下・イの中1こ、オ・テりシグ’先生！）丁のπoκ

一m／／といいま㍗・担、依託が’正しくなし1いのπ肌一

刀μ／／分布、＼ホテりシグ1けπ0π一πμ／／分布乏ヤっていなが

ったんて・1て け八ヒモ・ いままで’’乃るやりブ’よ リ航一的で

き八いたつブこモので’可仙ら、セの諭末エホテりシク’㌧先生

のしころへ並っブごんで’’ ｪ
 そうした弓、1三家クニ圭ハ秘の論文が丘らパこい．

ホテり／ク．’先生1まサバチ／力／レでイ千11リスヘ行く前で’作亡

しカ1ったんだげれビ亡、とにバ＜ひビ〈好叩身互埼った

こどけ刀崖かなんグ∴いレ1言分文だ’ってI．ほハてよ二・して、ア

．メりカの乃ろ学会にバソタ／トレで’、つまり瓜／。／容講ク寅

しないげれゼも、タ／ト’レだしア出7しいうηが’乃ろわけ
ぞ’ ﾂ。バソタ。イド1レで出しておいて、先生はイギリスヘ
行っちヤっ7二わ1アて’’て。

 イキ’リスで！年五ご’し、．自～所元窒へ帰ってフ・イ

リンプ・午ヤビネット乏整．程していブニ弓、／トい1の論文が’

成てうクニ。ブニしカ・／単一間た・れてこれ乏ほうって行っ弓ヤ

っブニどいうんで、つまり非常に晃・し1こし左し7二。その前

のベフっしユっ皇なったわげでマよ・

 セM埋八合わ尤という箭味でもないけれビ’も、い二
かくし、わば1埋め合わ七ド先生から、 壱しち’まえがノース

・午ヤロライナヘ米ろ気持ちが’ある↑らイ〉バイトして

もし1いそ’、そうし1う手紙が来たわけで可。だ1γピ’ことし

はビうも金バ〃＼ないんだ、だ’からtし乃れだ’ったら来年

で’も／lいんll’。こっい〃・な・／けいう意・味がソフ1パフなか

ったんて’’！可よ。々のしす螂何小あ’、企乏貞し．らヤって盈一．＜
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なって・つま！ハい1挿侍可べさ八五全音戸才百件しい

った俊残りしかなレ1がら、月3ρ0ド1レレか↑い、わtで
よげリヤ才百イ寺可ろヒし、うので∴「よろし叩うゴずいまて」一

というわけで“、二つち1まわけが’わバら八カ、ら尊んで打つ

たわけで’て。

 ／9κ年乃8月末に目。本乙出て、9月かシノース・午ヤ

ロラげへ行フアニわけて’’下だ巾・ら不起識以で、私何
百航訂末口与μて．’、 ただ単芙争が’茅冬わってオぐヤ・・／と一してし1ブニ

ら．航許教理研究所員なんて太さな顔走です＾、何か統

書†η．こと三ヤらないと申しわけない1ヤろうどいったつ

て1航訂は末口うなじ1し・刀色率万本・七‡と毛1二流んでない1

し1こ巾＼くイペ飲σヤっていブニカ、ら．、柳jのクレーグ’一昌丈反テ己の

庭二理というヤつ1↑バ咳矢がソ史えろんビヤないか、使ってみ

イろ々’’というんて’’、サΨマイモ五かし・’りなが’ら毛り七 ソ

ヤつていブニんで’1↑が、 イ八が’たまたまアノリヵへ行くイー

ヤン入互つバんだ’。々ういう．荒1味て’1「！月5」へ公して

もら フて才冒はソ孔だより、「パ〃5」 乃ウ／1レタスが’ターン・

ヂゲ・しブニた～こ・ホテり〉ク’I先生が’申しわワ㌃いと民1

ってば’くえ花バといい公しクニん。て1’、 乃る竜・昧でけウ／1レ・

クハこ戚謝しな㍍な州。
 失“60年1二、日本で’国際允訂学会左ヤったい・乃
ろ脱、．麻布の国際文化榊彦のバーで’、 κ．！．7／ツシャー

どウ／1レタスしあどだれだったが、イれ1こぼ’くし松下条

ヵ＼㌣、コニャック互倣んで’だべっ7二こと乃ろんで’可よ。

々の し㌻、 闇律ドは々う いう称味で， ウイ1レ7入がぼ’く

の論文互ターン・ダ’ウンしてく八ブニヵ1与．c笑）ちしゐれ五

「片出・に典レいったら、ホテリンク’Il↑舳希まな
ハ戚！いない小ら、ばく1t才βば’れ㌃かっブニか号レKない。
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ちよっし次れ二らしし、こと互いっプ’二二しが’ある。 右うウ／

1レjク、八モ死’んだ’し、 フイ・ソンヤーも死。んヒャったげ〆しと’’

も、 カる粛・味て’’は問題の盈択が弓ツキーだ’ったわけで’て。

たまクニまイういう斗デアメ1カベ稲1ゴ・｝
 だ巾・ら非弗r不先全で’ハっブニけ㍑’’も、一応・独学てI’／9

竹平カ1ケ／9μ年までI’g手間I勉強して、博士号互と一ブニ。

それ・て“今彦二σ／一ス・午ヤ1コラ／プ’乃リサーチ・アゾン

エートヘ行ってみたソ、ヤつげリ乃る程度予禍リましてい
った1アμ’’七激し！l＋ノけで↑よ，航計学希．乃ろいは征

討の敢授だ’、助赦彼だっていったフて、いかに角分が’不
完・全・で乃ろ カ・、 独学で’↑かシ循っ て い るわげ。「ノーマレ

・リグーレッンヨ、ン・セオ1一・とか、ばくηヤった研免

の周辺■二関して1リろ程度和っていて看、テスト付里諭

毛剛ね・へ7テソン7・’（伽3／／／伽仰！フジという
のバいて、二～丁噴・・1古ロシアの貴族で’↑バ、ば’くより弟

いんで’ ﾂよ・ ぼ’〈よツユっ赤レ1人だ’げ八ど、倣が’テスト

の理論なんカ1茎講義していた、々れバ八イ水、キ（当時は

カリフ才1レニアてばレーマン（㍑左狐m）のテスト耀諭

  レーマンのはいまほ漆・になっていろげ八ビも、 まフー三’

一般H瓜ああいIうタイプ列テス／理論は、余リ普及して
いなカ・った。し1まi工それバ探率舳二星・わltでいま／’けれ

ビヤ、 そういうのを見て、 講義：している。 ば’くはクラノ

アーη森と。、ケンダ’1レつで’フかいノ本に老いてあ6定理、

ケンダ11川．ほ’’之は統んだこいけい。見たことが’川

程度て’’㍑七1こ飢’奉じ，べ・｛㍉㌧全然咋が’車ういて“

寸よ、理論η八クー1レにおいて、深い二お’いて，をうが’

つく1いプ㍉

 茅一、釆請バわ小られわ1丁だ㌧へ7デ／ン7I・先生七史
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な来青音だけ八ビ七。 ば＜1京言泰義；1こ杜て， アメり方人つ学

生1二冗談いうんで’可L彼い↑、先生バ式亙書いて光の
説明亙聞くわげで1マよ、々κて’’老の式バ’わ小るわヴ。ほ｝

くポ速だ’、式たけ書いてぢいて， 言葉け何乏いっていろ

がわかけいハ、れ象へ符つ一て帰って、／時間牛あ
講義互間いたら3時間か今8時間ぐ㌧いカ・巾・って、七の

式つ間色何亙いっ7二～・推理！て、リコンストラク1万

ろ。非常F手間がカ・かった。だヴビいい勉強ド㌘りまし

オニ。じころが、あけころ1け生η講義よ1川1でくのり

コンストラクトのすがよくいっそろ場合がゐった。し采）
カると二ろ1㌻一燉ﾎわがらぬど二るも乃リま．マけ八ピポ
だパフばくのノートがわけ津判よくて、1でくが’こっち

へ／予一いって州げしてくれなんてい一で，そ㍑
ゼ’ロック入でコレして、単生が勉強列創二使った／し

てし1た1 アメりプJでて最初は・ザっ1ゴゾ航訂一とノし1う右ηバ’

ちやんとした独立学科はな’くて．いろんなどころて’’いし、

かげ’ん1こヤられ一でいた。 二4んヒャいか胞じいうこし乏ホ

テリン．フm先生が愉交互書いて、いろいう徒菜互して、最

後1本／9410年の初舳二木デリング．先生がそういう二と五個

人しして非常に主張して・ロックフェラーη財団バ・亡

しそういう川に了メリカつ純計ハダ’メな・いゴ全数↑

か÷、仏ゴL糸た訂客科互つ＜ってヤっブ．二らいいどいづ二と

ド介った。

 当時ホアリンク’’けコロンビアつ．経タ奔学η、拳く授たつ戸ん
で’ ﾂが’、 コロ／ビア爪掌はロッ77エラーn財団月中し

＼外乏アク七フ・トしなヵ、ったんで可ん々～しで刊立木隼

η／’ス．干γロライすバ’アクt＝ブトした。／9体年当時、

μ万ドレつ企互ロッフフエ ラーが失して、 ／ 一ス・キャ。
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ライす欠字1二天学晩η航訂学科差つくった。々れバホテ
／lフ’’バいい’ 鰍ｵ一ぺ／ど側1シ、今む主任．敦択ドなって

くへどいう。 1牧としてはコロ〉ビ’ア人二字とし・うアイビー

ソーク’’4文学下いて、当時のノース・千ヤロラけなんて

いう～♂二瓶．尺学で’↑ハら、田・倉洛け寸るような・こと

だ’ったんで’↑げルビガと1こカ1く行うて、七うllう独立
した爪学院の統計掌タ手バ初めてで’’ぐブニわ1アて’’↑。

 で’百カ・与，／9向年く’’らいまで、あるし1はぼ’くが’行く／7

5ポ年ぐ’らい圭で’1Tlアメリカつ．羊た訂つρん．o，4の3分‘乃

／ほチャペ）1レヒll／の虫牙でした。で可ハ与、いまアメリ

カ1こ校訂学科というのが；ら・セら＜80（“与いあるど良一）ん

で’7が＼セつうちの主イ丘．敬授ηぐ介η／μナヤペ1レヒ1レ

炎牙で’↑よ一肌’’が川うど．初期1こて’’守ていまし〔ハ今．

そういうつが’チャペ1レヒ1レの耗計学幸ポでしノ．二。

 イこへ行ってば’くぼ惰添としたわ1丁．で’↑。 し1こかく 月

．本で’も早く独立航計学科どレ1うち乃乏つ＜与Fヤいかハ、

れい1者え11章＼ったんて“下午1こカ・・巳本にノ／ういう

統計掌序が’ケい。川七低学プこつクニかケ、ほ“＜自身が’非

竿に八れコ・フ。レッ7れ持ってレ1ろ〃みっちいわ
げで’すよ。行って5局ぐらいして、7「・テリンク．1布生に．べ

置玉くっちヤったわヴてn㍉し失）

 キ4しぼビういうこムカ、とし、うと、「片まえば来語が下手

アざ」。下手な列はこっちけわハっヤろんだ㍉↑んゼも、オ、チ

リ）7．I先生いわく、リそんなぢまえみクニいな下手な・失請で：

しが走高級↑失諭亙しヤベろうという意・欲がない。そん

す調子だ’と、 これからアメ り力つ局等、教育稀関の散彼な

ん小になへないぞ」というわ1↑・ブ∴ ぽ“〈呼が’つくツした。

大体ぼ’く灯メ／カの．六字つ釈約二いうけ・フて行っ
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たわ一 ｰビヤない。非常ドみみっラカ・ったわ1丁だθ とこう

バドイ ツブ1、らヤって†たヘフデソ ノクじが、 ヨー口∵ソ／（

川未ブニ“．みんなセういう恵・一欲茎符って来ているわ

けよθ同じ’ようドヤって手で、々のし手べつデソング’一は

アソソェート・フ0ロフェ・ソサーだった。「ぢま。え一t々うい

う奄、欲がない」というこげ’ぢこら八ちグ7二。

 よ＜わハるげれ一七ポ わかツ連Lざ’てこフちぼ腹立つち

ヤーフて、「仏1‡アメリカな・んか1こ残る気けtし1。 ノ年れ＼工

耳したら日一本へ帰ろん・一だユ なんてたんか抑っちヤって、

後で’レ1ろいろ困フちピ〔γルど辛担。

 ＜ういう、亭1． だカ・らよく考丸てみヰじは’、 自分に7アイ

トが’糾｝、舌う当糾川朱1敗↑る出いし息け／じと
毛、 ／一ス・キャロ弓．イナヘ格しで4ノしプニシ、 ノース・キ・tアロラ

／すFちヤんど残るく’らいのっポ）て“行くとし／う〃ぐ当

然なんだれ、ホテリング’先生ほそう陀・って禍んだ’θ ）それ

が、 二つちほいっまで’ブ’二ってもしよほ’’しょぼ’して囲・書＼く

φし、こヒし、ってと、 おこ弓〆しちヤブた。し笑）

 だ1↑ど’，そこで’ば’くい1ど’くが一つくりじグこんだよ。綬

て’’いろ．いろ考え一一夏して、 二才にはこんな・田舎＼くすいこじ左

ヤっていたら氷尺しこ浮力、ぼ’れ瓜力、㌧、 とモハ〈アメりカ

に残ろ成らね州として、こういうどころて“対等1二派÷

し且し“るような工場をっくろまて㍉♂日・仁1二帰らな！㌧そ

う赴って笑はあ々こにゲ年いブビわけで’下㍑い、「お’

王えユ年したら帰るんヒャ公利・マたハエ・ケんてヤら八た

んだげゲけ・’t’、（笑）いこかくハいう口・ケニ独学なんハ

バ行＜と、ほ“＜ぐらい心臓の強い、日本↑んかで吋1当

心臓が捺し1しいわへてち、．全然’みみっちいρ々八で’，一ぴ’

つく1）しブニい丁て’’マL
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 い主カ1ら考えてみれ、一結局最ネ刀1つ／1年間と／／グ川

合く手探りて’しμ。ブニまたまクラ人アーの本が／946年1二

戊て、 々八をいち早く也之窒ドなる条も言†学青力＼らナ骨りてコ

ピーで’ ﾅて、音五“本八よll↑ヅザけ311月か4
カ目早巾・一た。い程度の率盈て’’客位バ取ポこというよ

うな＝モので’↑よ。 こ／）なご・とじ’ヤしても圭しモなところ

へ炎て、 カ、っこうはつしTら4しても、 本＼当1こ心力、らイ史らと

珂判こ木刀打いるしいう自信の’カる続計学者1こほ柱に
たいんし・’やないかし陪・って、わしバ、ぼ＼が’航計学外

航計学科しいレ1公↑一昼つ原因だ’っ．たんで’可。

紅寺い1に泄で’州て一1一町一て／l．．仁だ’
さましよう。

 と’’うモ乃リバとうご’ぐ㌦1ましブニ。

                       （第／回ブ）
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。1・1リ人阪時バの訪でちよっとつけ加えたいことが’ある

んでて。

膝」．本どうぞ’戻りまレよう。

ノ」＼い1  大阪糸た証言実話1会という η 左私がつく ったんて’’す げ

れビも，それは「大阪枕参†談話ノ分筆時・というのが’出ま

・して、そにの芽／巻に仏バ書いていま寸。

藤本時代はいつゴろに㌃リましょうヵ1一斉弄町年に向

こうへち’いで’ドなったんで↑れ。

小川 μ年1こ行・て・タ介対耳1次の年ドブ〈っブニと思’

うんで†。その談話．全裸告第／参の宰／れいうのバ3

年俵‘こ成ていろんで可よ。一夕介ガ単の八双航訂談話会釈

青芽／巻茅／号に私けr八阪航訂談話会三周耳に阜せて」
と いう 文色書いアニ。 つ ま り「 ．八ア反には全く条た訂ど いう の

1けくて、未開の尽十榊原野あ開墾マろ、ぺ二巧の心細
い・ら、同志・互求ハでつくった・考う考いてあろわげで’

て。’こ～二は学生だ1丁て’’なくて、尺取止ω新しい八学

にいらっしヤる先生〔バ爪牙斧力1いブニしまして・役か

ら考えてみま可と、仙くたちがみルカ1つばな校訂学
者Fなっていま↑。 主なメン／ぐ一としてσ、ム本柔毛恭、

江本正・、石ヰ音坪・高松俊明・花田貝祇宮本良．雄・＾

本博之、．補ノ本態一、室本官夫、宇吾多義昌㌘州諸氏バ
率1プ．ら久ま可。

 光れ相・ら私のセ：’三Fたくぐん学生が’ぺ）まして、セル

は八榊放孝ノ釈室というのは棚象的な、特～二五田先生が’

一方由象代族学とレ11楳叩でつく一㍑ころなんで．柚象的

な政客ヵぐ非帝に盛んだっブ∴ そういうηドついていけな

い しいうが、 悉・〈し、たポノ落ち二はソしη人た9が’みんな．純
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計ド集圭ったわげで↑、タ朴伽ゼ’ミが’、学生の放｛T

パ脊亭／ハったで↑、

 々のほかに和歌、へ〕ハ戎賀、ゐろいは条氏、ゼつ並迎

の祈利木学の先生た9で、統計乏ヤろうという八戸ちバ
斧抑してくだぐし・表して、わソと琢・放だ1バガ乏ろっブニん
で’’ ｪバ、ネ刀めは非苧に心細い状幡だアたんで’↑。ノξ八カぐ

幸いなことに、後から非常F／っバ航訂掌肴が’ノ乏こカ・

ら軸いたし交して、一時1丁、日本放学会航訂分科．釧

講演の3分の／一1X上互、 欠灰統計談話会関係の．べて｝とハ

たしし1う時、べもありました。

 ですけれど’モ、．大アて続訂談話．冬という乃汀、臥佃κヰ

に笑昨幻八｛’ ｵま一たんて・、イ。ここ～こ解散れパ
アンケートが’乃りまマプバ’、 七こ！）令亘たちがみんtだん

だん、統計掌希とレてでざ上バってま／l／まして、！lハピ

1し猟’白の立場ヤ、適当t沌一位ポ得た、ノ乏ういづこしカぐ、乃

って、余り例．冬に集支らな＼・｛・っアこようで’了。・1ういう

上う㌘ことから、一応’航訂謙話会乃設i当、柳つ餉は、

「付分なカぐらほぼ孟寸いしブニし考九いじる・どllう．考

礼・方で、笑は解青く甘えし・らヤって、現在け↑いんでゐリま

寸。私個、八としては非常1二残念な／一でカりまで。．．穴阪に

落ちついていた川㌻わす’刊’正味6単一間、い間にたくぐ

んの、介なくしも†／圷くか乃一統計学肴が談話会関係カ・ら

で亨よが’ったとllう二い．ノ穴栗誇りドしていい。

 欠阪、欠字にけ、私が千ヤペ1レヒ1レトいろ間に航訂とい

う講．座バぞさ仁ノい“耳1べ、ビうもノと㍑紋訂ア・パ1

ハこ疲マつも川ないらし小っブニで↑。直葎私に．「統計
の講座t↑でボニげ1一しビ毛、帥えしこパ度づ～、セん有話
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侑㌘かっブニんで’てバ、間待的1二いろんなと二ろカ・らそう

し・う二じ亙耳i二した。統書†つ言奉座。1本でさたけかしど’も、ノ」・

ピい二仙講凌え液付1年二しはないい11話が聞納
‘二流水して、 ビう壱へ阪のわつ当時の主任飲授は南雲1並一穴

先生一だったんでてバ、 南雲先生から亙待々ういろ宣苓博

けけがったんて“可けれビも、卑ずる1二私乃判断で’1丁、

南雲先王はそ水しが’小川‘ク）万1こ八るような意・昧て“1‡づハ4、人

に話寸、⊂．笑）キ〆しバ払の寸へ闇二たてくる。セういうこ

とニダぐ乃りまレて、 〃＼しゴ戸ゴたプぐ乃って、 祥．局私は六ア灰

ペソ弔らなヵ・ったんで’可。了メリブコヵ・らソ帝っクニし守は脈爪

ド頁載があるとレて帰っブニノ（ノでて力ぐ、9月中ご’ろ日・本＼へ帰

ってまいり美1アニけ外ビも、／0戸！已から巳．穴F稀フた
わ）けで’可。

 巳、～二移咋しい、B木ド新し11理工抑放享教室
バ’て“ 揩ﾄ、 七この来た計の放下更と一して行ったんで’可バ、 将

来は統計享科バで亨る可能性力くあるピし・う含みで’したカ・

ら1神ったんで’下どう七私はおっちよ二ちよいな七の
幻・ら、余り々うレ・うれ鹿ヵ・め可㍉二、その㍑の日八

の族学、釈室主作散授1京北木の河口化生ブ～ったんでマが’、

河口元史が7メりカまで’’来てそういうこ’㍑いうヵ1ら、

簡単1二信用して行ったわ1↑でてぺ 実際行ってみると．

r航訂敢室なんて、々んな二といったかな」 という調子
て“。（菜）

 しかし、イ町い1して日．本・に校訂学科互っくリたいど見・

っプニー。 もちろん日本乃ノ1だタ比で↑ど、 たと丸ば’日ノ、ぐレい

1二つくっても， く“らいといっ弓ヤ穴ネしで’てけれビ走、 ・そ

う穴した彩饗吋いんで↑。、本当け束六とか脈れカ1、

旧市八、末理科爪学1ごていハ1一冬望ましいわザ了
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ベ レ1史いっブ三ような状二元で、人恢入学は講座がでさて

ポいしΣ統榊．〈1二液可フポ）はない・現在七仁川確率
論の一（左集めてあ’／まして、失際1ピつとお‘）で’可け八ど

ち、セういう逸味えをして毛、とうに舌な㌧ない。ビこ
か、 どFかくチ見集的ド・、粂充討茸4斗とし1う力を／つつく・フて・

わしブハ乃ろ稚度市朔衛ので’乃るどいうこと亙・日一本の
．村一。・寿に見ノ七・牟げ一には’夕“メだろう し肥・い差して、一タム1ごて’き

ろのぼ日．穴い・ないというので、欠介暗躍いたしましクニ．

 そ八で日穴に新しい、いわば茅ユエ学坪で可け〆しビも、

本当“木峨河合ド理工学坪州1て、郡川1事2工
学部バ乃っ才㍉ 阜↑ろに工科関・1系が稀カ1るしいうのて∴

主ブ1習志・’?ﾖ工学部互つく・る∴最初、習志、野合11程工学

音戸と芽／工学部、若い互茅ユエ・抑としア1い↑ですれθ

ハしオニら、新しいのが’茅／工学一却いま伺’れい一／て、

君戸！／／が’あ’こっい・…アニ／／ザ’レTよ・れして秀者局現狂1↑・

理コニ押ピ郡川工学部ピ習志・野け産一工学外
 その生主工学却の中」二・つまり生皮工学却しいうのは

／つの新い1方法で’、うんしよく解釈マ～ず’、いままで’

け、 いまで’いう／・一ド、 つま りエネ1レキ’一を亙、捧才及うわ

けて’’マげれビも、生産工学却というηぼ舌う介レ／ンフ

オメーション差．毛備し7二、／）フすメ・一イコン・エンジ’

ニアりニブ．’で乃ろどいううオニい．文句て“、 史奏工学音戸と・し

てつくろど専に、一文ザ府乃関イ采としてど’うしても航計学
・禾斗ど いう のバψ、零だ’っ ブ’こ木パTて“て。 そ 外て“一そかしに便一衆し

て統計学科王つく一ブニ。

 い ま い っ フー二よ う なっ穴テ．もて’’、 ．六しイ谷つく ろ しさ も・なづいなカ＼

私の政治日昔躍ブ～’盾ﾄ㍉‡で’うないちので’、 ブニまたまノー入・

キャロラ／ナ欠字乃姉4衣学一科’ししてっくろ・ノ乏う1ると
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いろんな意・昧で、こちいハ柿こうF堤／ギい一11査は㌘

い、◆で’すけ1しビも、向こうバ堤／ギ1る利益ばず’い」1ぐ／し乃

ろわけで可よ。ノξういう、形でつくる二しになっ7二。

辛芙、、凧1台暗躍の話乏！ま↑と、μ当時つ理工抑
長は戚地ぐ／）と。いうんで可け外ピ’亡、。横1叱先生は表、え切

らないんで’寸よ。だからと’うしてむ会員頁至勲ヵ＼ぐなくち

キならハ。側の悪・一名商い宅田会頭で’可。

 そ八て’’ニコ’レソノ（σ〃㍗εE。〃／必ルθ7し）という、

セの当時の／一、入・キャロラーイナη航計学科の主任散微乏

牟召・び’圭して、 私と一糸着ド。会頭に会いたいヒいっブニら、会

琢は花レい力1らなカ・な／八卦プ（く．／しなレ1という・しで’寸L

ヤっしがんば’って。ユ0分だ’け会う、非竿に重八㌃令城中

で’忙しし、ハら、 ／時間前ハら来て狩っていてく八、一会議

£放げてユ。分だ1丁余うじいうんで↑。七八／八ら乃る日！ユ

時中1ら行って、．阿！ろ／時／ハ弓ユ時の間のユ0分だけ4きう

というこどなんて｛．↑’つと付フていプ三んで’’丁よ。 七うし

ブこら1時ユ0がご’’ろ右田余碓公て‡まして、・1木っていろい

う話したら、 会員頁喜んじ“ヤって、ユ0〃トビころし“ヤな、くな、

ってユ時間く“らい話至して、／今＼夜ひとつ算会r招待しま

す巾・れいって、般芳苑、／列乃蒲田元タ／禍ハ兵ガしだヵ・、

ぢ年ざんがヤっていろど二ろで’一す、 そこへ招待しまして、

、穴阜会になった。古田余頭、すっ力／リ喜んピ’ヤって、そ

れでて’’ ｳるというこしドかったんでて。

 よく涛たて村二ら、ち田先五重穴か、会敬だかけんて、
．余琢室て’’居眠1）して鼻毛互択！1ていいしいんだよθ（菜）

で’ ｺ局吉田先生喜んじ’ヤっクニカ・与、ユ0分というのが’ユ

時間、 3時間t二なって、 々れイ1・ら一．荷1こイ皮の午ヤデ’ラッ

クに乗って般芳苑へ行って、仙まま！0時ご’ろまで’ゴち
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々うにな＼っブニ。セういう次タ足で1て“くるピ1’うごとに牟

っ オヒルて’’寸。

 ．条た言†学系斗ぼて’’さ仁人ノて“可 けナーしビ’毛、 いわゆ る 古 田、一条軍頁

のユ0億・円のイ束い止みで寸ハ、 ．不正。使用、しいう間、星更バ公て

さて、 目八争什というのが’姉まつちヤー仁。イ八1こだま1

たま巻さ止ま札でしまって、残念㌃州奉允計学伽本4I年

目Fはっし5ごれちヤうんて一’↑。

純計学・科だ／」1いびれμいうこい本ないんでマ1丁ハ

ピ七・専寸る〔／／しわに統計芽仰先劇以事件に批
判的で’乃った、禾昔．局、切め1エユ0俺円乃不正使開と。いづん・

で’ }が’、専てるに政郁犬全力・何カ・なルて一’マれ、ハしは失

際岬1ま七ん1丁ナし㍑。会政1tれし工言舳ブニわけて’’寸

よ。．不エト皮って、会頭互ヤわるムいうようなニリ、失
際宣言したんて’’すμ。

 それ㍑、．各紳の敢授余バみんな米論文互つく一
で、会畷はけレハ7、な、一刻芒早＜ヤめろ。そういう穴
客の放攻として、レ1ままで’ボ’ヤつとレていた州丁わ爪わ

八無責イ生だ咋から、分後そういうこど左二度ど起．こく

ないように、わ八わ㍑．厳重1二監視して、．爪学散後とし

て乃モ。ラ1レ茎高くしなけ〆じは’なら狐．セういう米議文ヵく

で’ ｳて、々れ1二みんなサインした。生。在工隼・坪1二おいて

け、ぼ’＜なんヵ＼一春後から七八にサノンしたθプー二またま

その時期にアメりプJへ行っていた舌乃ですかソ、／0月半

ば’に帰一て亨でそういう沃論文乏見セ・げて・ぼ＜なん

か！春後て’’サ／ンしたわけでマよ。

 々うし1ヒ㌧時の伍膝首．相が’粁脇1二談話互格表しまして．

一尺学つ震理者が’学生の卑求ぐらいで辞職寸る川いブしか

ら狙じ、苫田五問樽に大持したんて“すよ。々十しで右田氏
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バカ茎藍／犯してボニ。あめとむち乏使うわげで・てよ。

米議1人にサ／ソしブニ荻授に個人的に．「ぢま九ぼあんなサ

／ンは㌣めなマ／l、引っ↓めなすい、々う↑八ば’将来し

かるべく取ってヤうう」 とが、直捧し’十ないんで可、げれ

ビも、エージェント亙五してれ、それも余り1すっさリし

ないんでてけ八け一寸＜ヒ毛吉田のエージェン1と
出セろ人・間はして、キういう個人的↑働書かげバみ

んなあったわげで↑よ・

 内1ら耳の暮川二㌘／ま↑ど、生産エ学押付爪ぐら
いの岩文才受メンバ’一が’いて、 々れが’みんな’サ／ンし7二のF、

「私吋めた・というわ1丁でやめて、矢際残ってい州
1享秘計学科の敢授だ1ハニなっちヤったんで可よ。

 セうしクニらか表乃右田“ヤ／方1τ、紬肩、航計学科

1㍑だ冷麦・ブニ1でかりで併から㌘いから、・学科全体互つ

バす。ぢ支えたちぼ余頭1こ反・河寸るなら六字互公て1い↑

乙いう。プ～けビ、キういうこ川未際～去律産尿なんで
寸よ。航訂学科という等タ斗がでさて、イの弄巨で学生星

被用した以上、 ／八で亡学生が在学了ろ限り月秀手ド学・科

1ずつ“ぐ寸㌃いわtアで↑

 そうマろと、会頭乃奄茎更げた学部当局のヤるこいす、
孝夫Σ集ハて、おまえたちの学科ぼっボて朴らばヵ・の科

に事美二科しろ1 こハ際特別に転科試1罵交ヤイ印カリ↑手心互カロえ

て仰し＜してやる。ま乃実際1二灯いわワで、寸帆ヒ
モ、専↑る」二はハヘ舷科μよれ図っ7二わ1↑て．’可。々
れ1こ学生も反発して、いろいろご’ブニ’ご’たヤって、半年く’’

らい抵抗してみブニ／して“↑け八ピt、結局一♂モう‘むτフヤく

ちヤ↑ノして’’了 よ。

 い交いっブニように学科互つ～1マな／してことぼ不可能な
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～二、老ういうこと乏い・った舌のだ’から、文科．省力・ら呼一
が’鰍ｮ れて、 々れはで’さないという こ とがわ力＼る1 そ八．

で’ ｯおかつ孝生〔丁、笑暇1す、文責敲μう！lつ7二け八

ビ’七、おまえたちの学科い31’すん｛・らほ小へ戟科七

よという。写生バ反発してご’たごたが起ころ。
 ハういご、分度1↑，「ノ川ど牝田丙、一釈披は生産エ学部の

構内．こ物瑛的に工巧八りを禁ゴろユ々うい・うような潅双

差張／松レブ・。そこで’わ久わ八ザ東京凡栽へ持ってい

って、「こん㌘こい丁年いユといったら、「〈ってよろしい」

ムいう裁判所．命命が松フニ。 どころが々八でも「裁判所な

んか間趨じ’や．．㌃いユ しいうんて“マよ．一束際F盈動一帯とか

盈動却の0B。東マろに有田氏のボデイーカM一ドみ7二い

な人たちを門前に舞こめて、 7イジ力1レF・物フ星。的に立千

八りを4方音可る。々ういうよう征こど互平気でヤろわ1↑
で’ ﾂ。

 々れから、私は習わ野乃繁祭晋へ行って、警察署一長に

。分って裁判所・命令乏見七で、「わ牝われはこういう一・斧一介互

符っている。どころバ彼ら‘μういう人ブニち五門前1こ集

めて物理的r妨害して八八ないから、あなた私が入〃しる

ようr醐けてくへ・といったら、署長がいわく、私〃’
一＜1したんて1’寸1丁れビも、「乃㌃〔谷確かに裁判所余介

至符っている。 日木の生産工学科祷内に立ち入ることバ
て“ ｴるθしかレ、習志・野の屠未μ㍑蓑衡して入れろ

べ’しヒllう裁判所命令互符ってない。だ仰ら糾縦なた
の算求にこたえう義務になレ1」という。こ某）び’っ＜／仰

天しブニわけで’てよ。

 生るほど、佐寮宋作氏が宅田の升後で’いろいろ中って

いろどいうことけ闘いた1丁れビむ． と1二か＜一国の差念理
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人星で’すヵ・らね。だ’けと’セこr至ってノ初めて私t専、ヤは

／ビこか、幕の陰て“自民党州が’相当御いていろというこ

し乏惜ったわけで↑。

 れいけ、「それいよろしい。仏パういう意思・は
ない1す八け、『習志・野の着長は／いリ声が’入る場合に妨膏

がろっブニら、々八五才非除して才農譲マベし』 という裁判戸r

命付仮1こ私出ら一たって、〃らくれ〆ばこバ
ろで’しょう。私について来て、 門のユ0メートレ約くらい

まで．米クニら、妨菩バ巧リそう1こ思わなレ1ハらじいって帰

っちヤうだ’ろう。れして“小1リが殴られてけがで七し・ア・ら，

それ・カ・らカリ丁つけて亨て『ア．／Aソーり一、 あな’た車是う

1して．17バした～じ’ヤ、束で’寝ていいい』ぐ’らい巧こ

というて’’しよう」 といってやったθ．

 イ八で㌧永久ψぐヤったことぼ． ク巴田唯どユー一㌧で’、 デ也田君の

／』＼型ηオぐ1レタ ェ て’’戸『 Σ 矢っ す刀う う 、  舌 し妨r害マ ろ ／㌧が’あ

ったらそれ星引っハけよう、セういう二とが’．起こったど

さ責任は．署長1二あるんだ刊・らということで’’、η｛二負

動車・て’’矢っτ刀っブニ場．合ド1↑、 自動卒月前1二支らはだ’がろ

人応いい・ったわ1丁で下。

 七うし1うようなこしバゐりまして、卑可ろに湘手は単

なろ巳爪の会頭の宅田氏じ’ヤなくて、 有力政充4手が回

っているんだ’しいうこヒ互私は身1二しみで戚じ’たわワで
寸。

 最後ド㌃りま可ど、わ打しわ八バ中へ入へないという乃

至泉理して入ってみて七、々ごて憐義なんハでれいθ
で㍗・ら、習志野のれ会館ない・使って捧義亘しまし

た。六学側ぼ、 いわ卯る木学側の講二義ど称可る壱乃至、

ヤる舳・ベノら“小和らハけ〆しビも、講義寸ろんで’、人
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学じこっちn筑宇になる。学生はみんな。」、1リの分へ未ち

ヤうわげで守れ。キう寸ると挙音戸は、。1・1リの方乃講義’二

歩た者μの講義至訟ハない、亙学走瑚乏買ういη証
明書モ公ぐれ、それから・今＼．表π前職依頼乏したじ寺の朱

荻の方の含正明書げずハ、ハいうこどまでヤ‘）公しブニ
んで’、寸、

 七八で’、 どう毛布カ政党η手ヵぐ回っている。 学生まで’

そういうJ・うr．巻享込んだら爪史なんで’、わ外わ～ま6

月州日1二辞表互典して州ちヤったんでてれ。散枚／
人だ’げ最後1二疲返．って学放側1こ残った人．が／lま↑けハビ

モ・大体わκわ／しバ敢丸し．．て逃一舳して、巨大の航計学

科は終わり1こ食つちヤったんでけ。

 そ㍑・ら、一緒1二榊た幸い人た州1職をイ叩とか探す

な＜ちヤ↑弓ないので’、仏バ’生俺命あちこち頼んで、

杓／年カ・けてその間に穴体皆様方の職場互先っけら〆け二。

私ド、 日本て’’1㌻職ゆ見つげま七ん、私バ改治的責任～全・

岬符ちますハら．老い人ブニい・ぼゼ㌧ひいい職場互＜だ’ぐ

いしいって、 ／年か小って、大体の八にいい職茎見つげ

仁。いまから考えてみろヒ、日八の航計学科よ1か、て
つヒし1い職至皆さん見っ1丁ら八て、祥果から見るヒよヵ・

ったんで’しよう。

 私は、 そのかわりアメり力へ逃」ブ炎しクニ。 ノース・ヰヤ

ロラ／すの爪学で、次＜’’年つ／9ク。年のユ月／日付て“任命一

してくれたんで’ }が’、ビうもアメリカの国務府乃方バ考
う簡単にチ多民乃ビザ’縦！でく”けかつブニ。ビザ土けた

んて’’ボ丁ヘビも、何か国務省か与五．し一脊号力ぐ桝卑公／して“

マ。そμぐ舳1二は散低1ユカ月侍グ411とダメだ。だハ
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らユ月！目1二番亘一散狼として一発令ばくルているんで「げ

〆しビも、 、本／㌧カぐ行〈 わけ ド いかない。 セ 〆しまで’rマ て…ビニ∵

わ爪わ八ヤバちヤって収入バなかったんで’マ。一6日ヲ日

イ寸て’’ヤバて、 イ可小迎耳戦全みたいな毛の／80 万ほど毛らっ

て、セグ）うち80万ぐ’らし・いろんなイ首金バゐフて取らへら

ヤったから、実際1丁／・0万ぐ’らいし小な！1。これはとて

舌’ユカ 月モ 七プ．二ないヒ肥・っ て いブ．二ら、 プ’二支7二ま力 1レカ’’リ

ー大学から、シニア・八ダティスティシ’で〉茎探してい

る力、らア7oライしてくれという言古が’3月ご’ろありまして・

そ札でそ八しニアフ。ライして、 ワ目～日付で’力jレカ’’り一ノ、

学の枕言†学散破に任命すへまして、矢際何レカ111こノ社

ノ土したの1本8戸／？巳で可。 々んなわげて’’カ1レがり一へ行

ったわ1丁で’マ。

 本当“1レガ’／rこ雇っくっもゾ本な’〈て、ハうち
あわよくば’ノー入・牛ヤロラ／ナの方へくらが’屯しようヒ、

菜は私自考丸て！lブニわけで了バ，不竿な事態バ忽こった。

 ／9万年の水ドノース・牛ヤロライす穴掌の納言†客舛でフ

ーデ、1ター一がありまして、私〆）タ見しがったニコ1レソンとい

うのが、々のワ日に主任、敢授瓦お’ろぐれちヤっ仁わけで’

可，そ札が彼1す非常にンヨ・ソクだったんでしよう、〔目

にじ0人ト1レ官孝支をしらヤっ ブ±。 キヘで’ノース・午ヤロライ

ナしし、うの1 私訂らいド㌃っちヤったんでてね。 ノース・

干でロラ／す1こ移6気符ろぼ倉く公つち㌣ったわ」ずでマ1

 ところバ．方1レガ’り一つ方て“もいろん↑こどがありま

して、私を追い興そうしllう動さが’州ましア・1ど’うし

て々ういう二しF布っブ＝か、・私はいまだに実はよくわヵ・

らない。

 私バ行ったじさのカ1レガ’り一の数：学旅室の主壮散授バ
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突はパレ八タ／一ン・アラで人なんで寸よ。彼は非常な弁

才だ一7・モのですヵ・ら、／ギ’／入の融和改莱で、高等学

才交で非常ドイ嚢奔な／；＼1↑イ↑人かはイキ’りスに盈・外て 二らへ

て、イキ’1ノ入の敢育乏更けら八るわけでr。彼はノイギ’り

入で’、教育互受1γて、寒1川ギ’1一入ザーエフ、イー1／ド’（s一

町！・／κ）のリーダ㌧（ル4び）、日本でいえば助。紙

アメリカて’’いうしアソジェート・プロフニLツサーヒし1う

んで’↑づべそこまで’行ってし1た男なんで丁々外がカレ

ガ’り一の主イ壬放校F依擢ぐ｛て米ブこ。

 ハ出こいろいろ力1レガ’／一の中て’’こ’’アニコアニバあ1ま

して、イキ’／ス糸乃盆中バ，狩Fランガ’亦し1レ・グ1レー

7。と前、し・ま しアニシ ソカ’’ポーレ八．字1二お’っブニ何人かが’かブニ

まってプ11レカ’’り一へ来て、セη連一中が’カ1レカ’’リー互牛耳

っていプ’二。 え八もいろいろこ’’ブニゴたが’乃って、 チカ、ら主

／壬敢才受互株い、夕／から株れいうこいこ㌃って、々れ
て’’

V了ラ7アトというんて’’了が’、 そのアラブ’〈がンコニフ

イ＿’I／ドがら才反擢．ぐ十tて来たわlTて”マ。

 彼ら1↑特一二・そういうタイプのく間差〔（／一／ε15naたe6介一

！t！5ん肋肌τ加一8介！右ノ5ん．フ，つま りイキ’りス人以上1こイ

キ’ ?ス人的乍こ ヒてnイ等意・ドなる と い う ん一て’’マが’、 々 う い

うタイフg〃人間ですよ。

 こ～す私の余くの椎1則て’’㍗アれビも・依ほ、私が’日本

人て”乃ろ小らぢそら＜イ氏1二協カマるで’あろう、つまツ学

問の龍・味し“ヤなくて、イキ’リス人互抑えてい＜乃ド協力

↑る て’’乃ろ う ヒ し、う こ ど 互典月幸手しプ．二ら し いで’可れ。 と。二

ろバ、ぼくはそうllうこいいんす’’ん日八で’ヘッド了ツ

7㌦ちヤったもので’マから、「ハ！lう袴未つ協力はしま

寸／し」しいうこ㍑．初～1ら1本っポけ篤友に乃らわ
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レたわけで’マ。

 仮は紬局、そういう充味し’’㌣仮の役1二立グニハヒいうこ

㍑和’って．．ほ’・比いμ1とれたんヒャな／くかと

毘・うんで’寸げ牝ど’’力、 乙1二か＜ありと乃りゆろ、いろん

な篤・味で’の荒1兇発をしましア・。ぼ’くはしようが’ないから．

燃・長に直楳アピノー’レずる。 伺こうの大学系艮綱1に1本そうい

一う／っのヤけ刈るんで1てよ。々れて1一総長に、左捧赦

学撒至F無関係なμ1ら成る調査本員会茎つ＜ってい
って、77ラファト氏のし、う方バ正しいのカ・1ノドい1の主

張↑州が正し・いのヵ・判珂して告らった／して’’す。

予い㌃こしに、ハ導員納舶果パ傘員れ／llの
床重二字考戸の／ぐイオ7イシック（失物物理）の孝之才受、夫グ）

κ3ぺぽどの奪買バいて、わ／。ブニちは一散学じは殊関係．

そη委一員余力くま一イ土、孝之才受の7アラ7アトη方が正しくなレ、、

・Nリの主張が正しいどいうこけいって、ぼ’い首がつ
なが’っブニわ1丁で↑。

 だワヒ rテヌーレ（Tεπψεフ」ど粋レて、 定弁ドなろ

まて“そ二1二残ろ権限互獲得レグニ州／9ク4年征ルて“マよ。

良際糾年ヵ・小一ちヤーたわけ。だけビほ｝く印！て『そ

ういラことをしブニのバファラファト乃命取りにな／まし
て、彼はへ・ソトの任期がタ奔’む荊F、巧一びへ・ソトとして其

候補寸る竜毘・が’ないということ左宣きした、結局れっ

ソンが木◎一レ・グ1レーアηす乃j吏中バ近ソ味いて、ノ皮は

セの俊す’っと主任、敢授ドなハながった。そんなよう．なこ

とが’あったて’’すれ。

 ビこでも人間が’いる以上、 ダ’一ティー・オぐりティッフ

スが’ Tるわげで、ボレブリー定例タ／ヒャい・・たわげで’

寸。特にそういうオぐリティック人ドな‘）まマヒ わへわ
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れの共二語・のカバ足／ないと／lうのバ、面と角ヵ・っていわ

作るこじけわかって七、一廊下で何バ行わへているか、一廊

下トンビじか、イうし1うタイフソことばで’さませんので1

ヤっ旧リ先6きrアウト・マヌーバード（0ατ那久7Zεα1κγeえ）

ヒいいまてか、卑寸ろド策囲各に引っヵ・カ、っちヤうわヴで

可よ。非常にく“あい琵1し㌧

 ところバほ’’＜はテヌー1レあモらっブニソ、どたんド今度

は主任教授rなってく〃しといわ札ブニ。数学航計学科とい

うんで’てカ、、 セの中1こ航言†邦というテソ ビ’ショ ノが’あう。

デハ㌧／メン／しいうポ↑、ネ刀舳放隼．征討、訂卓稀
しいう3つで’、そ〃中に牛…フ乃音戸⊂デ’イビ’ジ’コノ）が乃

ろ。純林れ応・用放れ航れ訂昇械、仙1ち訂卑
械のかす独立しまして、現、引↑0叩市鮒てチm材ε狐
t／C5πクZえδτ瓦τ！5τ／C5とし1うんで7。々月中に、げユブ

・マ七マティ7ス（絢枠放’孝）、アプライト・マセマテイ

ク入（ノ応・用数学）、ス7ティス・テ／ツ7スこ航計学）とい

う3つのデ’イビ’ジョノが’乃る、、各こディビ’ジョンにチェア

マン（主任敢授）が’いまして、老乃デノぐ一トメント1こは

へ・／ドがいま可θ

 ヘツド’バ未て、ぼ’＜1こ航訂の千エアマン室ヤってくへ

という。ぽ’’＜は千エアマンなんて†ろ気け乍い。本体い

ままで’のチェアマンハ、ぼ’く乏才非年レたナエアマノて“可

がら。依1丁ぼくが’来てヵ・らす“うフとヤ了ていて1ばくほ

イ皮のヤろこどに／つ亡墳成していなかったで↑力、弓、ギ戸

テ「｛4していブ’二。 いますらほ“＜が’なってt、 ビう・ヤそんな

ド特別な一こどがて’’さるわ1ハ♂な’いし、ぼ’〈汀めんど’う＜

ぐいのでい寸・だい1寸シ、「いヤ、ビづしてもれしだカ1

ソこ々なフてほしいんだ’、 々してアプデミックなレベ1レ
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互上1ア’，てほしい」、イうし、ってひビ〈頼む。「ブフ1レガ’リーへ

未て．自分η研先だ1アでなくて、六客ηたハ1二ちひムプ

サービスして＜れ」とし、う小ら、しようバなし1から‘ヤ

リましょう」 とし1って千エアてン互引す更げノ．二。

 セして、ある意・昧で’いままで’よりアカデミ・ソクな面で

手綱乏引き神ハブ’ニシ、 どたんド排斥乏食フたわlTで’寸し

卑マろ1二、全坪で／・へぐ与いのスタ／ブハリ人が連
浄で、一・卜・いご河↑る不信仕走というれ公！ブニわ1丁で↑。

不信任案の内谷は爪部分バヴソで’間愚なし・々でてげ〃’

モ、々ういづような形で’、6年間つ任期て“チエアマ〉・に

なった、んプ三’けれゼt、正味／年ヤつブニだ’げて’’チェアマン

乏ヤ幻ざ’う互帰なかイニわヴで’↑。

 結．局はデパートメント・ヘッドドしても、、到るいほ学

科長にしても、 なろ し言 はアガデ’ミツ7なことバ’一。香・穴

毒て“乃ろ。符‘二、μしい学科長なんていうハ↑し「私

の茅／グ）仕矛奈点アカデミ・ソ7なレベ1レ五」二一ブろこ レて“乃

ろ・ど演説乙してぢいて、矢際1ニキういう3・う1こ其狐的

に二つらがヤる←反発が米ろ・々ういう柱〔榎乱互匙
こ可工う乍ヤり方↓‡プメだ’とゴちヤ こ’’ちヤいうθ

 そ札で’、ぼ’くぼ、ヤリたくてヤっていろわけし’1ヤ乍い

んだ’げビ 々うし、う乃ほらしいチ里由で’，そ〆し互認・めてみ

す’戎・｝／ろIご川しな！け、〃・し矢っ張ってみたんて“

万バ、結肩はいまいったようなこどで’、（音咋擾乱互起
こ可ので“は困るヒし1わ〃して、こっろバおリす’’ろ互得なく

㌘って、 ／年で’おりちヤったんでI可。

 々れハら後は、ぼ＜け初出ハらレ1っブニエうに、もども

しそういうボ1）ティッ7ストけもう日八て’’ヘッドア・ソア

して打こんだ小ら、いますソ入ろ気けない。蝦ま介してア
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カテ三・ソクレベ〕レ乏一］1’’るた舳こサービスし下＜～と！l

うんでヤブてみブニら．内科擾乱’左、起こ可しいわ糺ろ．だ’

がらばく吋っ～官～研免ど放育だけ。刀ど学音戸つ

会敬だしμ1いう七“企仰’イコ・／、り†っ㍍
そ八ついら下級乃講義・も．全邦ボ’イコ〉トして、欠学院と、

アドバン．人トフラてだワ。挙却乃オぼ4年と、一々牝が与

あし斥ノ尺学月先の言春義だけしし、うこし1二して、．＜うし、う薦・

味で’は、．非帝t二よ小っブニで可よ。

 ビ’ごて’毛． ヤっ1㍗リ．八問乃祖会しし、うつはオぐリティッ

ク．てバありまレて・ 成功したオは七八バ非隼1こクり一ン

なポりティツク入しし、うし、頁げた方はタll＿アイ＿．ポ

リ．ティ・／ク入しいうわげて’’すれ1 ば’くは頁1ナたづハ÷タ㌧

ティー・ポンティΨ7スだしいってLlるわけだ1アハしゼも、

月条った速中1丁クリーン・オぐソティッフスといっている。

そんなようなことてm↑。

 アメリカヤプフすタ’’巧入学の予算一というのぼ、 学生η敢
て’’

?ﾜろんでT。 いまだんだ’ん学生乃軟が減って寺てレ1

ろ， ぢイらく／984年． あとユ～3年レた弓ビん／底に来る

だ’ろう。 ビん底に未ろ と、 ち し．予祝・力ぐ王レヴ戸しげ’、 し1ま

テ又一1レを符・・てし1ろ八間すえ．何人小首五抑られろ、

セうい1一綱に非ザ八学路カ崎い仰にあ！んで’

7ん
れにμえて、理論柳桂川、出い一一1脈砕牧学とい
う“非常ビ税’職ヵ1む’ギガ・しい・セ1しま7と、特11放
掌っ場合な・んか、万名プ、学で学位差男又ルば、 たと丸ぼ’ハ

ーバ㌧ドだ’とヵ＼エ1レだ’とか、7。リンストノだ’ピ1ハ、

いわゆるアイビーリーグみクニいなど二つで博：士乏互叉った
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㍑．ヘレつポ1職バあるわげで一グ印ゼ職は非常に巌
レ！l・llら、紗入‡て、いと、同ビように学／立互符って

し1ても…1レガ’／一木挙ぐらllじ一ヤ非窄1二職バむ一サカ／し

いいアで’了・

 にろバ、航訂つ方1↑麦だ学問が’祈しいた舳二、そ二
圭でソ了っていな＜て、糸た言下つ↑寧士号差チ手っていダじは、 カ

1レが’り一八学でゐってガ放掌よハ↑城バ見つい・可！㌧

そう了ると歌学航訂学科とレ1っても・れ春1よ、だんだん

爪客晩巧学生↑い1τ航訂け水ぐタ＜㌘一て5て・純秤
放単列オ1丁減って＜ろわ1グで万よ。 々う↑ると条た言下バ族

くなって、条た参↑バ弦くな4じは当烹’4矢立したし、θ

 特に÷香最初打算稀、コ・ビスタとllうグ漱学科
の中上二分圭牝ていブ：んで寸けれビポ だんだん学生の放

が多くいて汀二。なゼ’ハというとコ／ビエーg乃方バ

就職率バいいから、りして’コンピュータけバ破くなる

から林立しちヤうわげで’下よ。

 ン“、航訂バ減工・レたいわザ’’すよ・ど二ろバいまい

うたよ1乍状況で、択細オは統一町1二・独立πしらヤうと

’自分たちつ学生っ紋バ減つちヤうヵ・ら、 こ乃際なるべく

独立ぐ・じな・いわtアで可。 ビ’この穴享てい七し、ろいろれ邦的

r、純計1ま独立しブこい、にろバ荻学科つ方以ういづ
乃／いらゆる邪魔Σ↑る、そづ！lう状態・。

 だけど、たしえば’いまメ／テダ’でモ、だんだんみんな独

立純計享科にケったし、最近トロ〉ト（ア0何市）の．統
計享令プベ循立して、キわしヵ・弓矢牟ヵ・らエドモ〉ト（石板

・市丸）のア1レバー7爪拳の航訂バ独立しブニ。ハレガ1）

一力ここ4～8年で’狙其純計学科乏つくりたいんで↑げ
れピ’も、！lろ／。な褐・昧でゼハこもで’ざい1．
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 紋学科バー春最後に航計学一科つ狐工互フ1バした／つの
午阜定縦、 ノド川 五チ史っ たわけ で’↑ よ． 〉乏’・しぼ どう レ、う こ と

カ・ど！・うじ、統計学．科の青が独立しブ1いという申請考互

牡可と、〉乏札がか理的かビ’うカけ！lうの乏判断寸いバ

木学4傘艮．余で、奉民会れさ、敢紳条（奉員が分し
た昏中の千Ll、鮒のデ1／ビジヨり中で最も業績6上
が’ってし、ろ考文才受が’一ノドい1な人ノて’’T1丁4tど’も、 セういう

．島前はいわ㌘い、ノ乏れバ青う未年はりヌ／ア万るんだ、

・！してリタイアレフ1散従互いちヤう・と、業細方で’こ

ルだ（丁早均値バ下がる、．研究黄竹もこ／し｛丁下がる、

だカ1らグメフミセういう．答中書ヵはて一節局ダ’メに乍っち

ヤつク㍉

 だか㌧間榛的で’あるん／でマげ1しビ七、 ぽ“く至初め排斥

レたという二と互知っているわけで↑。 そ才し五逆一手ドと

一て敢学科がそういう、答申互炎して、、統計学科1つ仏文帖

いまだド実現していないわけで↑、

 いで川丁、ビういう形て“失現↑る仰口／ま他い丁八ビ
も、現実間題一として．爪学バだんだ／し学生が減るしいう二

し、々して特F瑳諭物理しか牧学の方はジョブ“・て一ゲ

ヅトが非常げイ／1こなってさ仁だヵ・らヤっポ1木芽
の．瓜乙カ・、々ういうタイフ｝二とが非常（こ問題になって

さていろ。

 そう寸ろと、徒訂と族学レ祷にいま↑じ、そういづ
分まで秀た訂バ6＼者戸レよ わなく ち† いげないん で↑ テザ ．和

声τ約1こ余た言†列ブフが’子実家って、 だ’がらこの際一条た訂ぼ4曳其し

たいという空気が乃るんで↑。だんだん狽丈．絞言ナ学科が

多くなっていく順伺1‡乃ろんで↑。 あ’そらく私の子花・で

1↑．． いま まで“カナダ乃4虫立身允言†学界斗はウォー 7－1レニ（〃ん
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久τ州・・）と・て一二／バ’大学（αルサ〃市机い

ロン’ト木学・々れハらエドモンドのアノレハータ六字と4っ
    、し 力・↑レ、んで’すブハ’． 々の う ち にプ’ニヒえ は｝バ’ンクー／ぐ一乃

ブリティシュコロンビ’ア大挙とか、力1レガ’リー木掌とカ＼

あろいぼマΨ7ギ’レ大学しか、乃ど3つ力、4っ一は仏立純
計学科バ、ここ4～ぐ年乃間にけて’1ざるんじ’ヤ・ないヵ・、

そういう予得乙符ってい麦↑。

／1・川  し、ままで’・少＼レダ’一ティー・λ・oリティ・ソクス乃宇ξぼ’

か1）レまけ・1ア㍑“亡、今渡1げし研先月れ話て“、八
ル本アメり力1二私が’祁かれたどさ1‡、オ・テリンブ’先生はい

わ伊る多粟量解析の専門果生んで’、多更童形祈のイエ辛z

ヤろじいう予定で’夷ほ行ったわ1アなんでイ、

 と二うバ／9行年としリ力が＼ 多更量解斤について1↑1ノ・

し画期的な年て“、／僻年…．下ジェー4ズ’（4．丁丁舳・s）

グ）論文バ虫まレて、 い麦づハらし1うし多史量解祈に革命バ

芒たらぐれたというんです。私も々れ互詠んだんて“可げ

ヘビt，非竿にむず’小しいんで’↑よ。い‡まで’つよう乍

数学し“ヤ㌃〈て、白う介し高級な紋学茎征討に符ちムん
で’’

ｳまして、㌃か～・／人で’は読みηれなレ1。千ヤペレ

ヒ1レヘ1本、 夫7ちのう｝のこと三ヤっている／（が’いうこと

乙期符して行ったんで1すバ、行ってみダニーらだ’れもいなか

っブ’＝今フけて”了．

 れ当時、早死にレました1アルビグ5、〃口／（5、〃．

κ0／）激：授バわりと始発ド多東量解析の所允ぼしてし1た

んで’寸けれど’七、・恥↑るIに行列言†卑たけて’’、、一．Tジェー

ムズのような群乃衣耽諭しが、々ういづ乙ころまで’け行

って年いわけで㌧グ
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 ぽ’〈が’ちオ：舌ブニしていろう弓に、 尼．c．木“一入・（尼ご，6－

0SC）、荻授パ先験訂舳いい講義けってい．ろと非常1二
言平判バよイハッた／くノて一’↑。私宅イれ・1ニュ年メ元げて広まレて、

だんだ’ん夷、；験訂漢〕方バおもしろくなった。多更量解析

でも．行列訂卑たけハ1つ夏ゴいごちvヤって！lろの

σビうもぢもレろ＜ないんで．私は実験訂風〆）方へ朱ほ

転向しちザ1たわげで’一す、

 々れて“問題μつつ・1ハまえました。／つは、みる健の

笑、駒き訂風法バ、 本当↓本実験訂風残1↑オ毒成する乃バ悶最良な

んでマ／へど’うして亡．なハ㌘がでハ・い乃が’川。仙

うH茂っ川丁で’ハ・い一再狂いル1とい川が’言正榊
れてし1ろのバ乃ろわけで’T。え八左下存ノ狂証明という／◆
て’’

｡が’、初舳・シバ種つ舌の汀な／lというごヒバわカ・

ってい川ゴ、ハし乏っくろうとして努ブ〔ろ惧卑ない／し
て’’

Aます’仙不浄存証明ムいうこ川べ争なフ。ロププ1

ドなろわげで↑。
 セれ包一、しろ乃バまた、族学～こ八史む†’ヵ・しいわ工丁で、

／町人力、バヤってみブ；らでぐなカ＼っ7：しブハ、 〃丁立年かヤっ

てみたらで亨なハったしし1うこどし“ヤフト肩一末ヒつ言正明に写・

ら㌃い（で’、ヤ川川数字的1これrど不斉荘なんだと
証明至しグアれ1㍍らない、・セこド便わ八る敢等1谷・・ツ

て・ミンコース午一（枇1∫e〃舳5K！）・のトイ．ソベ
1）アント，ρ一ノ刀〆〃／〃τ（戸不束量）というの．で．．これ

ば整放諭の方でガわリ乃いと局痕な白のなんです。そへ
文でド（ 7） グ1レーブ。・でイビデュ了1レ（σ片。年0ル〃一

〃／＝秀羊別）しが、 （ユ）つラテン・・人クェアー（んπ一

！π一S多μんブεニラテン方体）r関レてポ 序狂の条件と
いうか、 桝卑条一件が’成ていろわ1丁て“万。 7’’1レーブ・テ’’イ
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ビデニLア 1レ型の打材・邪分釣冶＼酉己産、 それか㌻ うアン方稲＼

型の対称秤小釣合配置．々ηユつに関可る条イ千は払てい

たんで可バ、 （3）のトライアノギ少ラ…・タイプ（干
～．齡ｧgμ／〃丁〃・二三角形型）に亥寸レ’川まだ何カボめら

へてい㌃カ1った。々ごて禾、ほP不足量乙使フてれ〕二対

立ろ．条件左ムすことに成功いたしましブニ。ハ㍑同時1こ、

ヅいξういう配置乏記述可るバ放的一構也乏研充いたしま
レて、セれ“己直衣互記述了るべ択的．構丘星明らヵ・1こし

て、P不定量を・使うスろ程．庚一般的な方法というの互開

発いたしました。

 一本未月目的1‡・仏1千F不史量のか去互づ岸対称な配星の

不得、在1二まで’’広げ’芦レ’とし1う希望バ乃リまして、㍑後

でっし、 ／0年ほど糸た1丁てヤリまレた1アかしど’七、 汗回ハ、

ある成功したし／lうイリュー1．’’ヨンは待ったんで’ηべ、

実際1〃うも下氏功で川支可。ビうも非対称ぺ川
配産η存在条件という／つ1♂、 P一イ γべ’リア／卜互もっ

てして1本書1ア㌃し1んじ’ヤない小としリ花・、観的公、威信亙い

ま待ってお’リま寸。

 しハいゴ、どういう新しい方舳ぐ乃る乃ハいまのと
ころ・全ト級わハってお1）まセん。こナ〕二関してぼ、 毛う半

世、紀以上、／13舛以史、フィッシャーのデーブ1レ・パパ／

まして、イηデーブ’1レ月中でど’ラレてちで’さないという

のバ全音戸で8っあっトんで“万バ、ノそのうち6っけいまい

ったようなこしで’不．得、在バ証明ですていろんて’’↑一 じこ

ろバ乃どユつだ’けは． ピうして壱だソし亡で’さな・い。 実万票

につ＜ る こと舌でぐないんて’’寸バ， 不存在の言正朗モで’ざ

㌘し㌧い‡だ’1こユっ残フていろ。そ㍑何川アタック
レブニいと！lうザ（“、伽享桁．ザニんでηバ’、ど’うもいまだ’
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ド．不成功でパは可。れ〕べ／つ。私の人・劇矢欺幼帝
で1↑’い31’ん貸ガてエネ1レギー色つ今’’込んだ’んで’寸バ

セうllう茄諭て’’↑。

 舌う／つの間趨とレてほフイッ）ヤー（κパ、干！3片び）

の黒作．為化（ラ）ド’マイセ㌧三ヨ戸π肌んπ1ク灯1双）

とし、。う問題バありま↑。 こナしぼ／92－6年に7イッシャーバ’

徒1書いたしまして、非常1二朴な、そして乃ろ奄昧で五

代紋訂細／つの住しまでいわμモ乃て’’乃りま一可が、
．条リよ〈わ小らない。 いまだ’に綜二計学看ノ）間でちレ、ろい

うヒ汲仇ヒいうイ1・、I志、見バま巧麦ち乍んで’可。

私は、こ“初めて航計学亙’勉強し血したいバ’ 逡s
思・議なんで可よ、穴λ既の航言†乃敢科書てば、ラ〉ドてイ

ぜ一）ヨン’川非常1二木等でハろ、い．’ど！lう＜1フい無、

作為化しい㌣いハyけいう。だけビ、夫際1こデー・タ五

か杵↑ろしい‡一デ〈／つ印象て’l1丁、．ハラ1トマれ㌧
シ ヨ ンバビこハヘイ†っ ちv う ／；）で’す。 々 八バ鋼。訂亙ヤ り

虫しブニじ5判・ら不乱・議でゐったんで巧バ、ノと1し茎ゼうい

う3・う1こア7ックしていいハしいうこしバ十フ巾、与な’・力、っ

たわし丁で’↑。

 し二ろバ／9統年、 ろようど’千ヤペ1レヒレ1こ行一1て3卑

圓で’可が、ヤっどある禎のヒノトが与丸ら牝まして、々

～こアタッ7レブ㍉ 矢際の最初の論文σ日．本へ帰りまし

てか．ら、／94／年1こ．統計放理研允斤乃 「アす1レ入」に虫し

ブこも～こゲけてバ，七こて“．初めて芽／論文王出しまし

て、光～・らす’っと日穴て“航1丁て。乃ろいぼカレガり一

へ行っても純けて、おそ㌧＜！ダ㌧入以上月諭文乞．倦衣
し、ブニしましブこ。 光の係■こ至っては私！／」しいヤなくて、タむ
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田貞雄氏し力・小笠原基泰茄たらの協力互得まし7二ので’、

共：同書翁、文て’’ゐ り ま可が二 光 れ乏↑’フ と いま だ’ユこノ統けて い

ろわ1丁て’’↑・

 私床、．主観的1こはランド’マィゼ㌧ンヨノ1二関マろ一春

いい仁専乏ヤっていろっもり㌘んで’すが’、残倫ながらほ

じんビ’せの干の～恋言舳てくれないわけで’力リま↑。ア
ーメリ力て“芒／9ク4年、 J〃5（工側τ！τれe呼〃κ々。m才1’一

〇ρノ 5τ久τ／5τ／じ5 ）、4∫ 4 （ 4双。グ！cん孔 、∫て次τノ∫τ／oρ／

片55oC！好ノ肌）の合同年会バ、ニユーヨ’クで’あフたど

さ、々れのインバ’イテッド・八ビーカー1こな・リまして、

ランドてイゼ㌧ションη話一旦レたんで’了バ、間遮．いしぼ

いわないんで’可丁れとごむ、 ビうむ認・ハなレ1んで↑よ。私

の印象て“ぼ、ノ1・1リいフって11ることは間並．いレ’ヤ㌃し」

だ’けビ河か非常｛・特殊械合乙取／」1…ブてヤブていろん

プ～。普通．のランドてイゼ㌧ショ〉し！lうハて、・川のよ

うなヤヤこしいこレユ↑し、われぞ。乞ういう艮けじめカーし

ハしてもけな’かったんで’↑。

 レかし、 自分でμ、ラ〉ドて／ゼ’一ション、 し1わゆる

フ／ ツンヤー！の ランドて／ ゼ’一・ショ ンηエッセノ」ス乃木

当・いいにろ左グて／lろんμllう戚ビ乏符ってい
る。ハtで’、れした’ったら一体九八ブこいすビういう仁孝

乙ヤってし1るの力、，びとフがフちリ調べ’て、わ｛わ札バ

ヤったのぼゼういうニヒ1こな’ってし1ろのカ、、々ういうこ

し乏尼帆前1こ一度ヤり7こレ1し昆・いまして、／9μ年に、サ

バチ／カ1レ（力給爪暇）バゐ／まして・日則二帰って．い

ろしさカ＼ら、寒ば肥・い工って4合め圭して、7イツンヤー

ハ／9ユ6年の諭丈から、す㌧ど一生態命勉強してし1ろわ1ブ

で寸、
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 ところが’、河乏いっているんだ’ヵ1ど’うモぐ’っ1γリわハ

けい、それバいまヵ1ら／通則まビ前1二、寒1♂フ／ツシ

ャーのし＼っている二しバわ切＼つて事フニ人ノで1θなゼ’がと

いいまTピ非帝1こバ／け話～で↑1丁れビも・ぼ’くら
俊～詑んで’’レ1書ま↑ハ今、最帆／9・／耳ご’“航計学

抑常識が’何て“ポブニ吋！11こしバ介添わパ1ない1
その・大人率な論文は、／耐年けイマノ（丁〃・／帆）

の論文㌃んで”↑nけ’亡、ネイてンη論文という～す非

常1ニツつばな論文で’、いわ炉ろランド’てイゼ㌧ンヨンと

い1れ、本格的な充・味で数学的にアタ・ソクした最初の

訴汚文なんで’↑。だバら後セカ、ら言免む’Fけ・7イ’ソニャー

の論文は狙掌論文みブニし・I’ないで’’、式バちっけな！lん
で’’ ﾂよ。／9汁年のネイてン（論文乃方1丁、族学的1；さ弓

っヒしてし、圭可押＼弓、 まし’’ハな人ノで可よ。

 ば’＜σ考えまして、フイッニャーの最劫（諭文人沈

んで“も何か哲孝みブニし・だ／ハら、ほっしいて、ネイてン先生

の皇デし1二言たんし’’ヤったわけ．で子工1 そこで’7イッラヤー

へ迎ろ〃・らと’うしてもわヵ1ら乍いβ じころが、わプハソな

いで・しようがないから、そ乃時分つ農学肴しカ・、矢際1こ

農辛試験ヤ河バヤーてけた巧け，一体ピ’んザし亙考
えていブニハしし1うごけ探弓な＜ちバ・ら狐ザ’’、農学

看の書いブニ論文王茂っ小矢は就んだわけで’マ．θそれで舌

まだ’、々l／l1頭にソ1つい同が離けい川・フ
イ・ソソヤーの諭又はわからない。
 しころバ、β・つと、も・い亙、してま7二農学看の諭交互言だみ、

プ／ツシャー互統み、木イマン4論文を同時1こ紋ん・で’み

だら気が’ついクニんで↑1丁ザしピ’ち、そへが’！逃し間前たんで

可。そう↑るどそ月当時の、つまり／9〃年べη農学看と
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いう乃1ま、ネイマノみフニし1征挿篠㌃考え1τしてしけいん
で’ ﾄよ。ご’＜木す’’っ1ズ1こ考’えて、 フィツンノヤー1τそつ」ニ

ト乗って識論してし1るんで’てれ。セうなるヒ7イ’ソンヤ

ーηいっていろこし工tわカ、ろわげで7・ブ三’1γビ光れ1ま弓F

帯ド案一科なんて’’、そκで’ぼ＜“ハい希・いというオプ’ジ’エ7

ン／ランがす’’い3ぐ’んムているわげでマれ。 だか今こそ、ネ

イてンが’キういうすちっとしブニ、考え方互しているわけな
んで’’ ﾂ。 だから順序バ並だ’ったんで↑よ。

 フケ・ソジャーご自身はイ片し1二気が’ついて（1ろわげで’不

だカ・ら／タκ卑に「実験計画法ユ ど・いう瓜五青くしバガ

亡うマで’F／一つ乃万句へ、 7。イッ／ヤー灯うまく迷一けnち

ヤっていろわげで’マ。・々ういうこ用いわな’し1＋）げで’7。

だ出そこで’ユっ乃立場が’炎けう／しで’↑れ。1チー方は

フイッシヤーつ方向、 々へが’↑’フとレ1まだに才艮乏ηろし

てし1ろ。々八月＼ら今度1丁本当の意・弓未での、 ネ．イてシビ乃乃

㍑顧庵レブ1意・味で1丁数柵11非年11も・↑がしくな・ろん
て’’ ﾂれ、 イ／）方向て’’／989卑 に． マ ・ソ布 一 ソー （／イ比じ。ルハー

卿）と・11八バまし｝こヤって！lろんでπイーて
数学的には非弗11む仰しい諭丈1こな一ちヤっている。
乃ろ意・味て1’寸八し1で’↑けれビむ。そうし1’う試’み左†一で、

矢取．しブごんで’’↑。それで“ユ。つの丘が’分力・ルちヤう、

 し1まパフ考たてみま可と、率いなこしドぽ’くい‡マ・ソ

カ 一 ソーが’末臭くし た万句で’成功 レて い る わ ワ 脊ん・て’’て。

だから、ヤつしそ〆して’’、いまドなるとわへいしが何亙レ1

って寺たヵ、、 っ圭り7イッラ†一・ラン’ドマイゼ’一ンヨ

／というの1τ、歴史的／こ々うい・）其沸五五ってユつつ方

向へ分か八ちヤっていて、 レ1ま多くの7／ツシャーのあ’

争手マんたちバいってろラノドマイぜ一ンヨンどいづつ
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t本、／つの地1ブ並で乃一ってちノ瓜未1つ行亨方で“・いんだ．

不寸分↑ん．だ。 むしろわκわへのヤって いる市バ‡しう

年並で’乃ろとレ1うこと’は、レ1える立場1こヤっとなっブニん

で可よ。セれて’’、。今・．、夜7ハ・川日本純計等《つ会長就

任墳沈でヤるつモ1りなノしでて。

 で可から、私が’航訂ハ中で’・ノ＼して’’も貢献バで亨だとIT

札ば1“’’っ｛二いって3つ。／つ1↑条純純計衣の最丘
酉己昼しし、う 問題し、 々 れづいら実験計画面巳左の不在ノ王の言正

朗じ、そ八ヵ、らもう／っσ、 7イッシヤーのランドてイ

セ1㌧ショノ、／黒、作、為化の問題、その3つの問題に争互つ1γ

て、 夢／のが’40、ξ・、 第．2一着＼目ヵくぐ0、与、、．セ札力＼ら7r、戸7oフ

川二葬5番目バ80、ξ、．（笑）そんなよ1けころで現πま
で“

?ﾄお’りま可、

 不粋の1正明ピいい〔け㍑む、ほ“＜η糞ヤした工
芥1レキ’一の807。ぼ母、効なんで可よ。 い圭η ぼ’く の工場て’’

1τ、々κ互論文付〃nけ七ない。だ’1丁ビ、むし弟し・，八

バそκ互継いで’＜だ’ぐ八！で、ぼ’〈η径、験互し1えるわ1↑て’’

↑。 キうすると々〃しバ綱いて＜ろと。弛・うんて’’すL ば’＜

自身にほ、ポジティブ’生糸吉果1↑効いてこ↑い、だワど’ネ

がティブ’な、結果はラんと一乃るわヴで↑．論文なんが1一♂
て、’ ｫ な、い け γしビも れ、

 存しだ／しカ・柔↑しし、こし之ヤって、 いまいっ・ブ’二よう1こ、

実際費ヤし7こエ米レキ㌧の4・0加朴らぐ0ネ以上ホジ’ナイフn

1二食っオニら爪吏なことなん・で’↑れ。

藤本穴体ビヲモユ0％く’’らいが芙〃・ば’い。いところじ’ヤな

いで’’ ﾅ・・

・1・い1ヒドヵ・〈新しいこいセうでしょう。ぼ’くぼいっ

家で生い“ヵ・知！ま・じんワμ．’芒、・れだμ1彦い
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人て’’ s祥狂η二い二づ1’つがるヒ！リ、人が’乃んげ、ぼ’くの

ネプゴ’ティブ’なやつμ残したし㌧吉倉文なメ）ハないけど’れ。

 ラ〉トマ／ゼ㌧シ・川、↑1っと月い川本間査っちヤ

いない1↑ダしビむ、月いっのべ1っていること1τヵ・ブこよリ並

ざ’て花・昧バないどいわ八で打・．じ二ろがいまにいて・

くろど、 わ〆しわへのオカぐ一．春いい。 ぽ力＼のヤっがどうい

うヰ場ド乃る乙いうこし左全音声さいヒいえる。そう↑
うと。、いま圭て“ヤっ仁ごとが全部言葉1に㌃ろわ1アで7よ、

訪デ文にな一肩の。 セうし、う、崇、ぞ、 プ’～カ、らば’＜1こどってけ80

、亭、カ、ら8ぐ、亭、乃る。

 舌ろろん、将来ヤるこどはたくぐん乃ソますよ。ラノ
ド’マイゼ㌧ンヨソバ’r春びと’いんブ～から。 しカ・t、グン

ダ’1レの．谷な・んカ／見1〕ず’、こ牝は新しい純計学の一番爪争

な．往だ’、7イツシヤーのコントリビューンヨノ月中で’ぼ

一春ファーリーナン7’だといい生バら、音！1てある内容

けろ＜なごし書いて㌃いわけ。

藤本ビういう、3・うにっ征バっているのが、ちょっとわ

力・らない。

。川そ人バし1まのわケしげしげ婦では．いろル以が
イ＝L争皇したら、 そ八がどういう立場に㌃ろが言平伸て“さろ

わけて’’↑よ，

寮本どう壱ありバとうこ’’ゴいましクニ。

58

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM




